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Ⅰ 計画の目的と内容 

倶知安町は、北海道はもとより世界でも屈指のパウダースノーを誇るスキー場を有

し、平成14年ごろからはオーストラリアからのスキー客が急増、長期滞在型の国際リ

ゾート地として海外からも注目されている。 

また、スキー以外にも夏季におけるラフティングやトレッキングなど、年間を通じ

た多彩なアウトドアレジャーの楽しめるリゾート地域となっている。 

ひらふ高原地域においては、海外からのスキー客の増加にともない、当地域ではコ

ンドミニアムや別荘等の建設が急増した。しかし当地域は、都市計画区域外であった

ことから、土地利用や建物に関する規制がないまま、開発が進められた。 

このため、用途の混在防止や街並みの保全、景観や風致の保全を図り、無秩序な開

発等を排除する必要性から、平成20年には準都市計画区域及び景観地区が、平成21年

には特定用途制限地域が指定されている。 

これにより法に基づく規制はできたものの、国際リゾート地としての地区の将来像

を示すことができていない状況にある。また地域のコミュニティは、日本人の減少及

び外国人の増加により、文化や習慣、考え方の違いから生活空間が大きく変化しつつ

ある。 

さらに、外国資本による投資や国際化が進展する中で、地域に居住せず不動産物件

のみを持つ個人や法人が地区全体の80%に及ぶようになり、街灯の電気代やゴミステ

ーションの管理など地域コミュニティを支えている町内会機能が著しく低下してい

る。 

このような状況の中、当地域では「ニセコひらふリゾート分担金制度（仮称）」と

して、不動産所有者から負担金を集め、行政が通常提供する以上の公共サービスを地

域自らで提供する組織を運営し、リゾートコミュニティの維持・改善と観光ビジネス

の活性化を図るための新しい取り組みが進められている。 

また、国際リゾート地としてふさわしい基盤整備として、現在地区の骨格をなす道

道ニセコ高原比羅夫（ひらふ坂）の全面ロードヒーティング・電線類地中化等の基盤

整備事業が進められている。 

 

本業務は、このような背景を踏まえ、国際リゾート地としてのひらふ高原地域の将

来像を検討するとともに、地域の魅力を高める事業を抽出・整理し、現在進められて

いる基盤整備事業や新たな取り組みと連動を図りながら、実現可能な都市再生整備計

画としてとりまとめるとともに、観光中核施設基本計画を策定することを目的とする

ものである。 
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Ⅱ 倶知安町の現状 

Ⅱ－１ 町の概況 

倶知安町は、北海道後志地域のほぼ中心部に位置し、南西はニセコ町、西は蘭越町、

北西は共和町、北は仁木町、北東は赤井川村、東は京極町と隣接している。また、羊

蹄山山頂を境に喜茂別町、真狩村とも隣接している。 

町は羊蹄山（標高1898m）とニセコアンヌプリ（標高1308m）を最高峰とするニセコ

連峰に囲まれており、これらの山麓部はそれぞれニセコ積丹小樽海岸国定公園、支笏

洞爺国立公園に指定されている。 

日本海側の山麓地域であることから積雪量が多く、特別豪雪地域に指定されている。

現在は、その雪質の高さから国際的なスキーリゾート地として外国人観光客や不動産

開発が活発化している。 

町内にはＪＲ函館本線のほか、国道5号と国道276号、国道393号が通っており、ま

ちの主要な骨格となっている。今後は北海道新幹線が平成47年度に開業予定であり、

さらに北海道横断自動車道と倶知安ＩＣ整備が計画されていることから、高速交通体

系が大きく変わることになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 倶知安の概要  

【倶知安町の概要】 

面積：261.24㎞2 

方位：経度（東経）140°45′18″ 

緯度（北緯）42°53′42″  

海抜：176ｍ 
倶知安町 

地図：Mapion 
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Ⅱ－２ 人口の推移 

（１）人口、世帯数の推移 

人口は、昭和40年の19,738人をピークに、ゆるやかな減少傾向で推移しており、平

成22年には15,568人となっている。 

一方、世帯数は増加傾向、1世帯当たり人員が減少傾向で推移しており、平成22年

は核家族化が進行している。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 

図 倶知安町の人口推移 

 

（２）地区別人口の推移 

全町人口の推移とほぼ同じように、市街地部は減少傾向で推移しているものの、山

田地区と樺山地区は増加傾向が続いている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 

図 地区別人口と増減率の推移 
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（３）年代別人口の推移 

20年間の年齢別人口推移をみると、年少人口と生産年齢人口割合の減少と老年人口

割合が増加しており、着実に高齢化が進展し、平成22年の高齢化率は21.5%に達して

いる。 

樺山地区の年齢構成は全市と大きな違いはないが、山田地区は老年人口が少なく、

生産年齢人口割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 

  図 倶知安町の年齢別人口推移    図 山田・樺山地区の年代構成（平成22年） 

 

 

（４）流出入人口 

流入人口と流出人口がともに増加傾向であり、流入人口が流出人口を上回っている

ものの、ここ5年間は、流入超過人口が小さくなってきている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 

図 流出入人口  
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（５）外国人人口の状況 

緩やかに減少が続く全町人口とは対照的に、外国人人口は増加傾向が続いており、

ここ10年間で100人以上も増加し、平成22年で249人にまで達した。 

平成22年の外国人国籍の割合をみると、８割以上が「その他」であり、その多くが

オーストラリア国籍であると考えられる。 

これら倶知安町に住む外国人のうち、7割以上が山田地区に居住している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査                          資料：国勢調査 

図 外国人人口の推移       図 外国人国籍の割合（平成22年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 

図 外国人が居住する地区 
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Ⅱ－３ 産業の状況 

（１）農業 

総農家数は減少傾向であり、平成22年で222世帯である。専業・兼業の割合を見る

と、ここ10年で専業の化の占める割合は増加し、第1種兼業農家の占める割合と同程

度になっている。 

主要作物の収穫量をみると、ばれいしょが３万７千トンと突出しており、２番目に

多いてんさくの約２万トンの約２倍の収穫量となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：農業センサス 

※農家の分類について：農（林）業センサスでは、平成 2年調査以降「経営耕地面積 30ａ以上ま
たは農産物販売金額が 年間 50万円以上の農家」を販売農家、「経営耕地面積 30ａ未満かつ農
産物販売金額が年間 50万円未満の農家」を自給的農家と分類し、総農家数を販売農家数と自給
的農家数の和としているが、本表では便宜上、総農家数に自給的農家数を含めず、従来どおり
販売農家数のみ（専業、第１種兼業、第 2種兼業の和）の値とする。 

図 農家数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：北海道農林水産統計年報 

 

図 主要作物の収穫量（平成 22年） 
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（２）製造業 

事業所数および従業員数の推移をみると、どちらも緩やかに減少傾向であったが、

近年の事業所数はほぼ横ばいであり、従業員数は平成20年から回復傾向にある。 

年間販売額をみると、平成19年までは増減を繰り返しながらも、ほぼ８億前後で推

移していたが、平成20年から約５億まで急激に減少し、平成22年で４億にまで減少し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 事業所数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 従業員数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年間製品出荷額 

資料：工業統計調査 
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（３）商業 

小売業と卸売業の事業所数をみると、小売業は減少傾向にあったが、平成21年から

横ばい傾向に回復してきている。一方、卸売業はほぼ横ばい傾向で推移している。 

従業員数をみると、小売業は平成14年の1,315人をピークに減少傾向であり、平成

21年で1,106人となっている。卸売業は平成14年以降から増減を繰り返しているが、

近年は増加傾向で、平成21年で368人となっている。 

年間販売額を見ると、小売業は平成14年に減少したが、ほぼ横ばい傾向にある。卸

売業は、平成９年まで約600億以上あったが、平成11年には約180億にまで極端に減少

し、それ以降は平成16年まで回復傾向にあったが、平成19年からは再度減少に転じた。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 事業所数               図 従業員数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年間販売額 

 

資料：商業統計調査（H3～H19年）、経済センサス（H24年） 
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Ⅱ－４ 観光の状況 

（１）ニセコエリアの観光資源 

倶知安町、ニセコ町、蘭越町、共和町を含めたニセコエリアは、羊蹄山やニセコ連

峰のある地域であり、ニセコ連峰周辺には、スキー場のほか、多くの景勝地や温泉郷

などがある。夏には登山やキャンプ、ラフティングなどのアウトドア、冬にはスキー

やスノーボードなどのウィンタースポーツを楽しむことができる。 

また、これらの観光をサポートする観光案内所や道の駅などの施設も各町の交通施

設に近接した位置に立地している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ニセコエリアの観光資源 
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（２）観光入込客数 

平成15年度以降は、緩やかな増減を繰り返しながら推移している。東日本大震災の

影響で平成23年度は減少したが、平成24年度は観光需要が回復し、約148万人まで観

光客が増加している。 

特に、道外客の割合はこの10年間で増え続け、観光入込客数の約4割（約60万人）

を占めている。また、宿泊客の割合もこの10年間で増加し、1/3（約50万人）が宿泊

客を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 観光入込客数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 道内外客、宿泊・日帰客別の観光入込客数とその割合の変化 
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ここ5年間の月別観光入込客数をみると、多くの月で平成23年度から増加しており、

特に１月はここ5年間で最も多くなっている。平成24年度における最も多い月は、「１

月」で15.1%、次いで「８月」が12.4%と多くなっている。 

宿泊延べ人数を見ると、平成23年度からは減少したものの、ここ10年間の中で比べ

ると昨年に次いで多くなっている。平均宿泊日数をみても、1.4泊前後であったが、

「1.76泊」にまで伸びている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 月別の観光入込客数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 月別観光入込客数の割合（平成24年度）と宿泊延べ人数と平均宿泊日数 
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（３）外国人観光客数 

平成15年度から外国人観光客が増加し、平成24年度の宿泊延べ数は約23万人にまで

伸びている。 

平均宿泊日数は減少傾向から「5.9泊」にまで増加し、回復傾向にある。 

平成15年度以降オーストラリア人が多く来訪し始め、平成24年では約56%（約12.8

万人）を占めている。また、ここ5年間で香港やシンガポールを中心としたアジア地

域からの観光客が増加しており、約３割を占めている。 

「香港」は「オーストラリア人」に次いで多く、平成24年度では４万人を超えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 外国人宿泊客数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 国別外国人宿泊者割合の推移 

  

 

 

 

 

 

 

 

図 国別外国人宿泊者数 
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外国人宿泊は、12月から3月の冬季に集中しており、４月～11月は少なくなってい

る。「１月」が最も多く、1/3以上を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 月別の外国人宿泊客数の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 月別外国人宿泊客数の割合（平成24年度） 
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Ⅱ－５ ニセコリゾートエリアにおける公共交通の現状 

ニセコひらふ高原地域の域内交通は、路線バス（ニセコバス・道南バス）のほか、

夜間に倶知安市街地へ行くための「くっちゃんナイト号」、冬季にはグランヒラフ・

東山・アンヌプリの３つのスキー場間を連絡する「ニセコユナイテッドシャトル」、

スキー場周辺の宿泊施設と温泉を結ぶ「湯巡りバス」が運行されている。運行状況を

簡単に整理すると以下に示す図のようになる。 

運行そのものは充実しているが、それぞれのバスを運行する主体や目的の違いから、

これらの各種バスの連携は十分とはいえず、料金体系も異なる。 

地域に詳しくない利用者が多い観光交通としてみると、特に外国人観光客にとって

は、バスの本数は多いものの、何をどう利用したらいいのかが分かりづらい運行形態

となっている。 

次に生活交通の観点からみると、通院や買物時間帯の運行は確保されているが、例

えば倶知安市街地からひらふ地域への通勤交通手段となるような時間帯の運行は無

い。 

また冬季と夏季で需要に大きな差があることから、夏季の交通は冬季に比べると運

行本数が少なくなり、安定的な生活交通とはなっていない。 

このため、観光交通及び生活交通として、地域や利用者（地域住民・来訪者）、運

行主体にとっても、すべてにプラスになる運行方策について、官民一体となって取り

組んでいくことが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 路線と主な目的地  

5

5

393

276

343

58

343

66

66

66

58

207

66

モイワ山
839

ニセコアンヌプリ
1308

イワオヌプリ
1116

ニトヌプリ
1080

チセヌプリ
1134シャクナゲ岳

1074

ワイスホルン
1046

白樺山
931

東山

ひらふ高原

倶知安駅前

花園

五色温泉

アンヌプリ

昆布温泉

昆布川温泉

湯本温泉

神仙沼

ニセコ駅周辺

道の駅ニセコビュープラザ

神仙沼

大谷地湿原

大沼

鏡沼

長沼

半月湖

シャクナゲ沼

倶知安
十字街

倶知安橋

本通 神社前

お花畑

鏡沼入口

大谷地

14 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 夏期のバス運行状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 冬季のバス運行状況 

湯巡りバス ２便

２便

ニセコ駅

倶知安駅
倶知安市街地

湯本温泉郷五色温泉郷 昆布温泉郷 アンヌプリ 東山 ヒラフ

料金：１回乗車500円

【期間限定】
　運行時間：
　17～21時台

一般路線バス
（ニセコバス）
（道南バス）

ニセコユナイテッド
シャトル

くっちゃんナイト号

13便

４便

18便*

17便*

14便

６便

６便

370円

570円

380円

４便

料金：全山共通リフト券があれば乗車可
（全山共通リフト券以外の利用は路線バス運賃）

料金：２回券　500円

運行時間：
７～18時台

運行時間：
８～21時台

運行時間：
17～23時台

※2013-14シーズン運行ダイヤより。便数は１日あたりの便数、料金は大人料金。

*：11/23～12/ 6 = 4便
　 12/ 7～12/13、
　　3/ 24～ 4/ 6 = 12便

一般路線バス
（ニセコバス）
（道南バス）

くっちゃんナイト号

６便

３便

７便

４便

３*1、４便＊3

４便

４便*1,3
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２便*2

２便*2

370円

570円

380円

２便

倶知安駅
倶知安市街地

湯本温泉郷五色温泉郷 昆布温泉郷 アンヌプリ

ニセコ駅

東山 ヒラフ

料金：無料

運行時間：
７～17時台

一般路線バス
(ニセコバス)

【期間限定＊1～3】
　運行時間：
　７～17時台

【期間限定7/15～8/31】
　運行時間：
　18～21時台

※2013シーズン運行ダイヤより。便数は１日あたりの便数、料金は大人料金。

ニセコユナイテッド
シャトル

*1：7/20～8/25毎日
*2：7/20～8/25土日祝
*3：9/14～10/27土日祝

15 



Ⅲ 上位計画・関連計画の整理 

Ⅲ－１ 第５次倶知安町総合計画 

（１）基本構想（計画期間：平成20年～平成31年） 

① まちづくりの理念と目標、まちづくりの体系 

「住民の参加・参画による自治の確立」をまちづくりの理念に掲げ、まちの将

来像として「ふれあい豊かに質の高い暮らしと文化があるまち」を掲げている。

ひらふ高原地域および国際リゾートについては、下図に示すまちづくり体系のう

ち、４つの目標の中で位置づけられている。 
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② 土地利用の基本方向 

町の土地利用について、「森林

地域」「農業地域」「都市地域」「自

然公園地域」「観光リゾート地域」

の基本方向が示されており、「観

光リゾート地域」は次のように

示されている。 

 

 

 

 

 

 

 

③ 協働の取り組み 

協働の取り組みとして、「人が基本となるまちづくり」「町の資源を活かすまちづくり」

「国際都市への基盤づくり」の取り組みが掲げられており、国際リゾートについては、

そのうち「町の資源を活かすまちづくり」「国際都市への基盤づくり」の中で位置づけら

れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観光リゾート地域 

自然環境保全を基に国内の活
発な交流・体験・保養地として、
適正で合理的な土地利用を進め
るとともに、利便性と快適性の
高い環境の創出をめざして風景
づくりや都市機能の整備に努め
ます。 

国際都市への基盤づくり 

方針 

国内外の多くの人々と交流する

ことで、町の再発見や人材育成、文

化力を創出し魅力ある町をつくり

あげていきます。 

また、国際都市としての基盤づ

くりに努めます。 

主な取り組み 

①国際交流・国内交流の推進 

②多文化共生のまちづくり推進 

③情報通信基盤の整備 

④北海道新幹線建設促進と新幹線（駅）を活かしたまち

づくり 

⑤北海道横断自動車道建設促進 

⑥多言語サイン等の創出 

⑦国際会議・大会等の誘致促進 

方針 

多くの人が住み続けたいと思う

美しさがある町をめざすため、優れ

た自然を守り育み共生しながら交

流と暮らしの風景を整えるととも

に、克雪・利雪・親雪に取り組みま

す。 

また、町の活力と豊かな町民生

活の創造をめざし、国際観光リゾー

トを軸とした各産業間のつながり

と協働、地域資源の活用などに取り

組みます。 

主な取り組み 

①環境共生のまちづくり 

②美しい風景づくり 

・美しい風景（山・川・田園・沿道・市街地・観光リゾ

ート地）づくり 

③安心・快適な住まいづくり 

・風土に適した住まいの創出と住宅文化の形成 

・ユニバーサルデザインのまちづくり 

④豊かさと活力ある農業・農村づくり 

⑤国際観光リゾート地の創出 
・創出計画の作成と国際観光リゾートの進行 
・外国人の滞在・生活を支える支援体制の確立 
・観光コミュニティビジネスの創出 
・中心市街地活性化への取り組み 
・「まちの駅」の各種機能の充実 

町の資源を活かすまちづくり 

17 



（２）前期基本計画 （計画期間：平成20年～平成25年） 

国際リゾート地やひらふ高原地域は、基本目標「やる気いっぱいのまち」「次の世

代に引き継げるまち」、協働の取り組み「町の資源を活かすまちづくり」「国際都市へ

の基盤づくり」の中で位置づけられており、それぞれの取り組み方向や考え方、施策

が次のように示されている。 

 

①基本目標 

やる気いっぱいのまち：「国際観光リゾート地を創る取り組みの推進」 

取り組み

の方向 

観光産業を核に地域の産業と町民、団体、多分野が連携・協働し、あわせて広域的な連
携を深めながら、国内外の人々の憩いと癒し、人間性回復の場として世界に通じる国際的
なリゾート地の創出に取り組みます。 

取り組み

の考え方 

（抜粋） 

今後は、まとめられたリゾートビジョンの方向である「（仮）通年型国際高原リゾート
～ニセコ羊蹄 癒しと交流のアクティブリゾート」をめざし、観光産業、商工業のみなら
ず地域の産業や町民、団体、行政各分野、関係自治体が協調し、ハ－ド、ソフト両面の受
け入れ態勢の整備や地域イメージの明確化と地域ブランドの確立、広域連携・誘致活動の
推進、通年型リゾート地の創出などに取り組んでいきます。 

主な施策 ①地域の総合力を生かした魅力の開発（自然環境保全・景観・中心市街地活性化・まちの
駅・地域ブランド形成・町の文化力など） 

②オンリーワンの旅づくり（ルート・メニュー・イベントなど） 
③周遊と滞在を促す仕組みづくりと環境の整備（交通機関・多言語サイン・情報・施設・

公園・生活支援・ホスピタリティなど） 
④広域連携と戦略的なプロモーション（広告宣伝・誘致・集客）の展開 
⑤マーケティング活動の推進 
⑥国際会議・大会等の誘致 

 

次の世代に引き継げるまち：「国際都市への基盤づくり」 

取り組み

の方向 

関係市町村、関係機関・団体等、町民、事業者などとの連携を強化し、北海道新幹線の
建設促進と北海道横断自動車道の整備促進をはかり、高次交通体系の整備を機会とした国
際都市形成を目指します。 

取り組み

の考え方 

（抜粋） 

北海道新幹線については、国や関係機関・団体等に建設促進を要請しています。 
町の「北海道新幹線倶知安駅周辺整備構想」では、「観光産業の活性化と中心とした地域

振興を具体化するため、新幹線駅を中心とした圏域における交通ネットワークの整備」と
「圏域における観光交通、文化ネットワーク、医療活動等の中核形成と後志地域交通体系
の拠点性の強化」をまちづくりの考え方としました。あわせて、「都市計画マスタープラン」
の「地域別構想（市街地西地域）」では、「倶知安町の玄関口にふさわしい都市空間の創造」
「駅前商業空間の再整備の検討」「良好な住環境の保全」を目標としました。 
北海道横断自動車道については、後志総合開発期成会や北海道横断自動車道黒松内・小

樽間建設促進期成会、北海道高速道路建設促進期成会等で、建設促進を要請しています。 
新幹線、横断自動車道の開業、開通は今後20年前後という長い時間を要しますが、国際

観光リゾート地や後志地域の医療や福祉、教育、文化等の中核、国内外の多様な交流の拠
点などをめざす町にとっては、これをチャンスととらえ今から計画的な取り組みを進めて
いきたいと考えます。 

主な施策 ①北海道新幹線の建設促進 
②北海道新幹線倶知安駅周辺整備構想の促進 
③北海道横断自動車道の建設促進 
④道路・公共交通ネットワークの形成 
⑤ユニバーサルデザインによる道路環境整備と公共交通のバリアフリー化促進 
⑥構造改革特別区域の導入による町民の語学力の向上 
⑦国際会議・大会等の誘致 
⑧多言語サイン等の創出 
⑨情報通信基盤の整備 
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②協働する取り組み 

「町の資源を活かすまちづくり」 

主な取り組み内容 
２．美しい風景づくり ①美しい風景づくり 

：町民参画による土地利用や環境保全、景観形成に係るルールづくり 

：住民参画による街づくり協定づくり 

３．安心・快適な住まいづく

り 

①風土に適した住まいの創出と住宅文化の形成 

：住民参画による街づくり協定づくり 

②ユニバーサルデザインのまちづくり 

：４つのバリアフリーの推進 

：ユニバーサルデザインの考え方の普及 

５．国際リゾート地の創出 ①創出計画の作成と国際観光リゾートの進行 

：町民等の参画による計画の作成と推進 

②外国籍の人々の滞在・生活を支える支援体制の確立 

：外国籍の人々へのコミュニケーション支援 

：外国籍の人々への生活支援 

：多文化共生の地域社会づくり 

③観光コミュニティビジネスの創出 

：コミュニティビジネスによる文化活動振興と施設の自主管理運営 

：コミュニティビジネスによる地産地消、食育、食文化づくりの推進 

：外国籍の人々へのコミュニケーション支援 

：外国籍の人々への生活支援 

：多文化共生の地域社会づくり 

：アグリビジネスの振興 

④中心市街地活性化への取り組み 

：中心市街地活性化基本計画の「商業等の活性化」に関する取り組み 

⑤「まちの駅」の各種機能の充実 

：マーケティング活動の推進 

：有効活用のための機能の見直し 

 

「国際都市への基盤づくり」 

主な取り組み内容 
１．国際交流・国内交流の

推進 

①国内外の姉妹都市交流等の推進 

②都市と農村との交流推進 

③アグリビジネスの振興 

２．多文化共生のまちづくり

推進 

①構造改革特別区域（外国語教育）の導入による町民の語学力の向上 

３．情報通信基盤の整備 ①町民、団体、事業所等によるまちづくりや移住促進、観光リゾート等に

かかる情報受発信体制づくり 

②各種イベントの充実 

４．北海道新幹線建設促進

と新幹線（駅）を活かした

まちづくり 

①中心市街地活性化基本計画の「商業等の活性化」に関する取り組み 

②建設促進要請活動の強化 

５．北海道横断自動車道建

設促進 

①中心市街地活性化基本計画の「商業等の活性化」に関する取り組み 

②建設促進要請活動の強化 

６．多言語サイン等の創出 ― 

７．国際会議・大会等の誘

致促進 
― 
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Ⅲ－２ 倶知安町都市計画マスタープラン 

（１）都市（まち）づくりの将来像 

都市（まち）づくりの将来像は、羊蹄山とニセコ連峰に抱かれた「自然と調和した

国際リゾート都市」「倶知安駅を中心とした広域交流都市」「町民と協働で創る安心・

快適都市」を目指すと掲げている。 

 

（２）将来都市構造 

「土地利用ゾーニング」「骨格・軸」「拠点」をもって将来都市構造を構成するとし

ており、ひらふ高原地域については、以下のように位置づけられている。 

【土地利用ゾーニング：人と自然の共生ゾーン（国際リゾート）】 

市街地を取り囲む良好な森林や農地の機能を保全しつつ、その豊かな自然環境

を活用し、自然とふれあう中で憩いや潤いが感じられるよう人と自然の共生を図

ることによって、国際交流にも寄与することができるゾーンとして位置づけられ

ている。 

【骨格：主要交通骨格（国際リゾート）】 

道道倶知安ニセコ線（3・4・4南３条通）、道道蘭越ニセコ倶知安線、道道京極

倶知安線、道道ニセコ高原比羅夫線が位置づけられている。 

【交流の拠点：国際観光の拠点（国際リゾート）】 

ひらふ地域が「国際観光の拠点」として位置づけられている。 

 

（３）地域別構想 

【郊外地域（花園・旭・岩尾別・山田・横山地区）】 

将来的な地域像を『世界の人々が集い、賑わい、自然にふれあう地域』と設定し、

地域住民の協働のもと、自然環境が保全されたリゾート地形成を目指すこととしてい

る。また、「来訪者が自然の豊かさや美しい農村景観を実感できる地域づくり」「市街

地活性化と連携した地域づくり」を地域づくりの方針として位置づけている。 
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Ⅲ－３ 倶知安町準都市計画区域 

ひらふスキー場および花園スキー場周辺の地域で、建物が数多く建設されているが、

都市計画区域外であるため、土地利用や建物に関する規制がなく、まちづくりに支障

がでてくる恐れがあった。そのため、用途の混在防止や街並みの保全、景観や風致の

保全を図り、無秩序な開発等を排除する必要性から、予防的に土地利用の整序のみを

行うことを目的として、平成20年に当該地域が準都市計画区域に指定された。 

準都市計画区域では「景観地区」と「特定用途制限地域」が指定され、建物形態や

用途に指定内容や制限内容、計画区域は下図表を参照のこと。 

 

【指定内容と計画区域】 

 

 

 

 

 

 

 

  【景観地区】             【特定用途制限地域】 
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Ⅲ－４ 自然公園区域内における建築物及び土地利用に関する要綱 

国際的な観光リゾート地として成熟した発展をめざし、観光客の一層の利用の促進

を図るため、ニセコ積丹小樽海岸国定公園（ひらふ地区）において、①自然公園法（昭

和32年法律第161号）第16条による宿舎等の公園事業、②同法第20条第３項による行

為許可の施設、③自然公園法施行規則第11条第35項の規定により北海道知事が定める

基準の特例による分譲型宿泊施設の整備に関し必要な事項を定めた。 

 

制限項目 内容 

工事期間の自粛 対象工事は12/20～3/20の期間は工事施行を自粛する 

工事の事前説明 高さ10m以上または延べ床面積1000㎡以上は要説明対象建築物 

建ぺい率   
40％以下（準都市計画区域：センタービレッジ地区と同基準。ただし、面積

計算は、水平投影外周線で囲まれた部分） 

容 積 率  300％以下 （準都市計画区域：センタービレッジ地区と同基準） 

最高高さ  
16ｍただし、建築条件により22ｍ 

 （準都市計画区域：センタービレッジ地区と同基準） 

最低敷地面積  1,000ｍ以上 

外壁後退 
前面道路 

道道、公園事業道路の路肩から10ｍ以上 

その他の道路の路肩から5ｍ以上 

（※建築物の水平投影外周線からのセットバック） 

（独自 

基準） 

隣地境界 5ｍ以上（※建築物の水平投影外周線からのセットバック） 

外観の色彩 

屋根の色彩 原則として、こげ茶、赤錆色、暗緑色、群青色 

（独自 

基準） 
外壁の色彩 

原則として、クリーム色、グレー色、白色、茶色系統、及び自然材

料のまま 

塀やフェンス等 建築物と調和する色彩とし、彩度を低く 

外観の意匠 

屋根の形状 原則として勾配屋根。陸屋根の場合は原則としてパラペットを併設 

（景観

地区と

同基準） 

車庫・ゴミ置き場 建築物と調和した意匠 

電気設備・機械設備 

建築物と一体となった意匠。灯油タンク、プロパン庫、エアコン室

外機等はどうろから直接見えない位置に配置。または建築物と調和

した意匠 

 

適用区域 

 

 

 

22 



Ⅲ－５ 倶知安町観光振興基本計画 

（１）倶知安観光の目標像 

倶知安観光の目標像は、平成19年3月策定の『地域活力によるニセコ羊蹄「国際リ

ゾート都市」の構築－リゾート景観づくり調査』を受けて、『「通年型 国際高原リゾ

ート」～癒しと交流のアクティブリゾート～』を掲げており、目標像の達成のために

５つの基本方針を設定している。 

 

（２）観光振興の基本方針 

倶知安観光の目標像の達成に向けては、５つの基本方針を設定しており、いずれの

基本方針も国際リゾートやひらふ高原地域に関連しているが、特に重要な位置づけが

されている。 

【マウンテンリゾートを中心に多様な体験メニューの充実した通年型観光地を目指す】 

「通年型観光に対応した総合的な観光情報発信の充実・強化」の基本方向の中

で、快適なまち巡りを可能とする観光案内機能の充実を図るため、「観光案内施

設の充実」や「観光案内サインの充実」を掲げている。 

特に、ひらふ地区における総合案内機能は、ＰＦＩ手法の導入も視野に入れた

施設整備やインフォメーション機能、ＡＴＭや売店、交番、観光関連組織の事務

所の併設などの施設機能についても検討していくとしている。 

【各エリアが一体となった観光地を目指す】 

「観光地にふさわしい利便性の高い交通体系の創出」の基本方向では、スキー

場地区と市街地を結ぶ地域内交通の利便性向上を図るため、「ニセコリゾートエ

リアにおける公共交通の見直し」を掲げている。また、市街地内移動としての公

共交通の確保・再構築を図るため、「中心部における小型乗り合い交通の導入」

や「公共交通運行情報の提供」を具体的な施策として掲げている。さらに、町外

からの広域アクセスの向上を図るため、「ヒラフ地区における交通ターミナル機

能の充実」などを掲げている。 

【倶知安を拠点に長期滞在を可能とする滞在型観光地を目指す】 

「滞在の魅力向上に向けた交流の場づくり」の基本方向では、市街地周辺での

滞在拠点の充実を図ると共に、スキー場地区～市街地をフィールドにしたイベン

トなど、「賑わいを生み出すイベントの開催」を掲げている。 

また、「広域観光圏による観光振興の推進」の基本方向では、広域における市

町村間の連携を強化し、相互に補完し合い総合力を高められる広域での観光振興

を推進していくとしている。 
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【国際化に対応した観光地を目指す】 

「国際観光リゾート地にふさわしい拠点機能の整備」の基本方向では、国際会

議を受け入れられる環境の整備を図るため、「国際コンベンションセンターの整

備促進」や「国際会議の誘致」を掲げている。 

【魅力的な景観を備え、安全に安心して暮らせる観光地を目指す】 

「魅力的な景観を備えた観光地形成」の基本方向では、地域の魅力を高めるル

ールづくりのため、「開発ルールの検討」や「地域の魅力を高めるガイドライン

の策定」「景観づくりを進める官民協働の体制づくり」に取り組むこととしてい

る。また、心地よさを感じる街並みの形成のため、一階部分のへの店舗の誘導な

どの「街並みのにぎわいの演出」や「ヒラフ坂の電柱類の地中化」「空き地、空

き店舗の活用」が掲げられている。 

「安心して旅行できる体制整備」の基本方向では、防犯治安維持、医療福祉体

制の充実を図るため、「スキー場地区への恒久的な交番誘致」や「診療環境の充

実」「一時預かり託児サービスの創出」を掲げている。また、ユニバーサルデザ

インを推進するため、公共施設や交流拠点施設などへの導入や、「道路の除排雪

の促進」「ヒラフ坂、倶知安駅前の歩道の融雪」「ユニバーサルデザインを採用し

た案内サインの充実」を掲げている。 
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Ⅲ－６ 環境基本計画 

（１）基本理念 

環境基本計画では、羊蹄山やニセコ山系に発するおいしい湧水と尻別川の清流、野

生生物の多様な生態系を育む環境を協働で守っていくため、「協働で想像する、自然

生態系に即した循環と共生のまちづくり」を基本理念に掲げている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）計画の目標 

国際リゾート地形成にあたり、環境基本計画で特に言及している目標や施策は次の

３つである。 

【循環：循環による地域環境への負荷の低減】 

倶知安の地域環境を保全するため、自然やくらしの中の様々な資源循環とエネ

ルギー循環を維持し、その中で環境への負荷を低減することを大目標として掲げ

ている。また、領域ごとの循環を相互に結び合わせる土地利用についても、その

ふさわしいあり方を目指すとしている。 

特に、「小目標：くらしの循環」の中で、第２次、第３次産業における循環機

能の保全を図るため、「自然環境資源の活用が維持可能なリゾート開発手法の推

進」や「地域特有の雪質や降雪量による新たな生活文化と観光産業の創出」の施

策を掲げている。 

【共生：自然とくらしの共生】 

生活環境は、水辺や雪、緑、大気、音、景観など、自然環境のさまざまな側面

との間で、相互に強く影響し合っている中で、環境への負荷を小さくするほど環

境からの恵みが大きくなる循環を創造し、自然とくらしの共生が実現されること

を目指すとしている。 

特に「小目標：心に残る景観の創出」の中で、自然の景観の向上を図るため、

「自然環境・自然景観の保全と共存できるリゾート開発のルールを公民協働で確

立」していくことを掲げている。 
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【協働：協働による地域環境の再生】 

自然とくらしの共生や、地域と地球を連結する様々な循環の仕組みにおいて、

地域住民の関わりは不可欠であり、様々な立場を超えて連携を図ることによって

環境の潜在力を引き出し、様々に循環する生態系の再生を目指すとしている。 

特に「小目標：国内外の人々との連携」を図り、「国内外からの観光客や事業

者と環境について考える交流の場の設定」などにより、倶知安の望ましい環境の

あり方についてともに考え共に創造する、住民レベルの国際協力活動を目指すと

している。 
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Ⅲ－７ 羊蹄山麓広域景観づくり指針 

（１）広域景観づくりの基本目標 

広域景観づくりにあたり、次に示す３つを基本目標に掲げている。 

・日々の暮らしに、潤いと豊かさをもたらしてくれるような美しい郷土づくり 

・「食」と「観光」を中心とした、地域のさまざまな産業の元気づくり 

・住民同士の交流や協力による、活気に満ちたふるさとづくり 

 

（２）大切に思い、守り、育てたい景観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）基本方針 

・魅力あふれる美しいまちや村をつくるため、下に示す景観づくりを目指すとしており、

特にひらふ高原地域では、「山並景観」「観光地景観」の形成に中に位置づけられている。 
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Ⅲ－８ 後志における道路ビジョン 

（１）ビジョンの体系 
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Ⅲ－９ 羊蹄山麓地域 自転車走行環境向上ガイドライン 

（１）基本方針と自転車走行環境の向上メニュー 

目指す姿：羊蹄山麓地域の自転車走行環境に『魅力を感じ』『楽しく』『出会い』『関わる』 

魅力を感じ 

方針① 自転車走行空間のさらなる魅力（価値づくり） 

→ 戦略：羊蹄山を中心とした自転車ネットワークの形成 

 向上 

ﾒﾆｭｰ 

ネットワークルートの確立 周辺地域とのネットワーク 

 ネットワークルートの明示化 ネットワークの情報提供 

楽しく 

方針② 羊蹄山麓を安全・快適に“走る”走行空間づくり 

→ 戦略：多様なサイクリストニーズに応えた空間づくり 

 向上 

ﾒﾆｭｰ 

誘導ラインの設置 自転車に優しい道路施設 

 自転車ナビラインの設置  

→ 戦略：冬季対策を踏まえた協働型の維持管理 

 向上 

ﾒﾆｭｰ 

サイクルイベントを通じた維持管理 地域協働型維持管理体制づくり 

 サイクリストによる維持管理  

方針③ 羊蹄山麓地域を“見る”“遊ぶ”ための仕掛けづくり 

→ 戦略：サイクリストが利用しやすい拠点施設づくり 

 向上 

ﾒﾆｭｰ 

スタンド等サポートツールの設置 バス事業者等と連携したサービス 

 サイクルステーションの設置  

→ 戦略：サイクリストの自由度を向上させる情報発信 

 向上 

ﾒﾆｭｰ 

地域統一型サイクルマップ サイクリング情報の電子化 

 マップとリンクした位置情報  

出会い 

方針④ 国際大会等の多様なサイクルイベントが可能な環境・体制づくり 

→ 戦略：持続的な体制による国際大会等のサイクルイベントの開催 

 向上 

ﾒﾆｭｰ 

既存組織の活用 インターンシップの活用 等 

 ボランティア活動への付加価値 スポーツツーリズムの戦略対象 

関わる 

方針⑤ 羊蹄山麓地域は“ウェルカム”だと思わせる仕組みづくり 

→ 戦略：地域一体となった“ウェルカム”の体制づくり 

 
向上 

ﾒﾆｭｰ 

スキー観光客へのPR活動 レンタルサイクルの共同運営 

 サイクルイベントでのPR イメージカラーの統一 

 PR活動のための全体ビジョン 広域連携による受入体制の充実 
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Ⅳ ひらふ高原地域における活性化計画等の検討経緯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ⅳ－１ 外国人観光客急増以前の整備構想等 

平成元年3月 

（1989） 

ひらふスキー場地域活性化計画 ／ひらふスキー場振興会 

・公共基盤整備を中心としたひらふスキー場地区のリニューアル計画 

 

平成10年9月 

（1998） 

ひらふ高原地区活性化第二次計画／ニセコひらふ協同組合 

・サンモリッツ大橋（仮称）の具体化と波及効果の戦略化 

平成13年1月 

（2001） 

ひらふ高原地区整備構想／ニセコひらふ協同組合 

・サンモリッツロードの具体的提案と高原地区全体の展開の検討 

Ⅳ－２ 外国人観光客急増以後の整備構想等 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ－３ ニセコひらふCID/BIDの検討 

平成18年 

（2006） 

地域活力によるニセコ羊蹄「国際リゾート都市」の構築－リゾート景観づくり調査 

／倶知安町 

・ニセコ羊蹄エリアが観光リゾート地として目指すべきビジョンを検討 

平成21年 

（2009） 

ニセコリゾート・マスタープラン策定報告書／ニセコ・マスタープラン策定協議会 

・地域事業者が参画し、ニセコエリアの将来目標の検討 

オーストラリア人観光客の急増、観光投資の増

 

平成23年～ 

（2011～） 

ニセコひらふCID／BID  

・リゾート分担金制度導入によるエリアマネジメントの検討 
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Ⅳ－１ 外国人観光客急増以前の整備構想等 

（１）ひらふスキー場地域活性化計画（平成元（1989）年3月）／ひらふスキー場振興会 

【目的】ひらふスキー場地区のリニューアル計画 

・公共基盤整備を中心とした基本方針 

・地域の役割、方向性と新たな市場開発 

【成果】サンモリッツ道路、大橋、公園等が具体化に向けて動き始める 

民間による新たな市場産業が建ち始め、多くの成功事例が見られるようになっ

た 

 

（２）ひらふ高原地区活性化第二次計画（平成10（1998）年9月）／ニセコひらふ協同組合 

【目的】サンモリッツ大橋（仮称）の具体化と波及効果の戦略化に向けた構想 

①サンモリッツ大橋とサンモリッツ・ロード（仮称）の位置づけの明確化 

②ひらふ高原地区の活性化に向けた戦略構想の策定 

③倶知安町およびニセコ地区全体の活性化に向けた戦略構想の策定 

④従来構想の見直し 

 

【整備構想図】 
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（３） ひらふ高原地区整備構想（平成13（2001）年1月）／ニセコひらふ協同組合 

【目的】・「ひらふ高原地区活性化第二次計画」を踏まえ、実現化に向けた一歩として、

ひらふ高原地域を代表した住民、事業者からの要望書、基本構想として位置づ

けられる。 

・当地区における必要機能の検討及び緊急必要性のある機能について、具体的な

方針案及び内容を提案する。 

 

【地区の整備方針】              【メイン装置（高原地域）の考え方】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ひらふ高原地域整備方針図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ひらふ高原地区はひとつのホテル
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【サブ装置】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①温泉施設（「ひらふ高原温泉 望陽（仮称）」） 

・サブ交通ターミナルと一体となったリフレッシュ健康施設 
②サブ交通ターミナル拠点施設 
・ホワイトハウスと連携した施設機能整備 

③その他の構想案 
・ひらふ高原中央応援の利用促進や地区の新たな機能として、チャペルの整備 
・ペンション街の街路整備（未整備道の整備） 

・ゲレンデの夏の活用として、ゲレンデＭＴＢ（マウンテンバイク）コースの整備 
・良好な眺望お立ち台ポイントとしてサロン空間整備及びネットワーク化 
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Ⅳ－２ 外国人観光客急増以後の整備構想等 

（１）地域活力によるニセコ羊蹄「国際リゾート都市」の構築－リゾート景観づくり調査 

【目的・概要】 

平成18年度都市再生プロジェクト推進調査費を活用した調査として、主に以下

の取組が行われた。 

・地域に深く関わり活躍されている組織や団体の方々へのヒアリング調査、外国

人事業者を交えた意見交換会、外国人長期滞在者の参加による「トレジャーハ

ントツアー」を通して地域の課題を抽出し、取り組み目標の共有化を図った。 

・地域の現況に関する魅力、課題、可能性などを明確化、共有するために、ニセ

コ町の関係者も参加し、「リゾートビジョンワーキンググループ会議」を実施

した。 

・ツアー会社の協力を得て、外国人ツアー観光客に対するアンケート調査をスキ

ー場地区で実施した。 

 

【成果・課題】 

・ニセコ羊蹄エリア全体で共有できるニセコ町とのコンセンサスの図られた共通

のビジョンである必要があることから、本調査では目指すべきビジョンの方向

性を示すまでにとどまった。 

・しかし、倶知安町ニセコ町の両町界を越え、「ニセコ羊蹄エリアは全体として

どのようなリゾート地を目指していくべきか」といった目標像の議論を行うこ

とができた。 

・また、本構想の目標像は、総合計画や観光振興計画へ反映された。 

 

【ニセコ羊蹄エリアが観光リゾート地として目指すべき目標像（ビジョン）】 
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【ニセコ羊蹄エリア全体】 

目標像 仮）「通年型・国際・高原リゾート」～ニセコ羊蹄 癒しと交流のアクティブリゾート～ 

取り組
みの方

向 

（１）地域の魅力づくり  

… 環境〜サービス〜癒

しと交流 

□地域内循環～地区間の回遊性を向上させる 

①地域内循環交通システムの事業化 

②フットパス～回遊路のネットワーク化を進める 

□歩行者に優しい安全・安心な道づくり 

①地区内回遊を促す歩行空間の確保 

□地域資源の発掘と魅力づくり 

①地域の魅力学習・体験の充実 

②地域の資源を掘り起こし魅力あるものに育てる人材の育成 

③今あるものを工夫し魅力に繋げる取り組みの充実 

□リゾート地らしい魅力ある街なみづくり 

①エリアアイデンティティを持った街なみづくり 

②エリアアイデンティティに基づいた公共施設整備 

（２）魅力を有効に伝える

情報発信 

□地域全体の連携による総合的で効率的な情報発信 

①機動的に活動できる観光関連新組織の結成 

②リゾート情報発信基地の設置と情報発信 

（３）迎え入れる態勢 □地域一丸となった受け入れ態勢の向上 

①同業者、異業者間の連携によるホスピタリティの向上 

②交流に基づいた来訪者の準町民意識化に向けた取り組み 

□国際リゾート地としての受け入れ体制の向上 

①マルチリンガルな情報案内サービスの充実 

②外国人の生活を支えるサポートシステムの充実 

③地域住民の語学力の向上 

□移住者、事業参入者の受け入れ体制の充実 

①移住促進とビジネスサポート体制の構築 

②まちなか居住の推進 

（４）景観法を背景とした

地域全体のルールづくり 

□ニセコ羊蹄エリアとしての街なみ・景観に関するルールづくり 

①ひらふ地区と倶知安市街地におけるルールづくり 

②ルールづくりの話し合いの姿勢 

③ルールの対象 

（最低敷地規模利用、建物の形態・素材、建設工事に関するルール） 

④都市計画法・景観法を活用したルール 

⑤アメとムチ（優遇措置と義務づけ）を使い分けた誘導策 

□ニセコ羊蹄エリアにおける今後の雪対策の取り組み 

①「みんなで親しむ雪条例」の周知徹底 

②既存のルールに加える新たなルールづくり 

③連携した雪処理対策の場づくり 

④堆雪・融雪スペースの確保に向けた検討 

□エリア全体としての街なみの運営・維持・管理の取り組み 

①ルールの遵守を推進する運営・維持・管理の総合的な組織化 

②建物の維持・管理に関するルールの検討 

（草刈りルール、落雪対策ルール、修景・植栽ルール） 
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【ひらふ地区】 

目標像 仮）高原の賑わいの街 〜アドベンチャー拠点〜 

取り組
みの方
向 

□国際リゾート地にふさわしい環境づくり 
①スキー滑走可能なセンタービレッジ内遊歩道ルートの設定 

②冬季の安全な道づくり 

③街なみ景観の向上 

□サービスの充実による魅力づくり 
①核となる施設の整備 

②物販系店舗やテイクアウト型飲食店舗の誘致 

 

【樺山地区】 

目標像 仮）高原の農村地区 〜農の光景エリア〜 

取り組み

の方向 
□地域の環境の保全とゆとりある環境の創出 

①農の営みを魅力としたのどかでゆとりある景観の維持 

 

【倶知安町市街地区（駅前）】 

目標像 仮）高原の玄関口 〜コミュニティ拠点～ 

取り組み

の方向 
□中心街としての魅力の創出 

①交流拠点となるコミュニティ施設（まちの駅）の整備 

②的確な情報把握とニーズに基づいた店舗構成 

③修景ルールによる魅力的な街なみの演出 

④新幹線接続を視野に入れた駅周辺整備の充実 

□魅力的な生活環境の形成 
①総合的な都市計画・土地利用計画の検討 

②市街地における住環境の向上 
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（２）ニセコリゾート・マスタープラン策定報告書  

（平成20年度北海道地域政策総合補助事業／ニセコ・マスタープラン策定協議会） 

【目的・概要】 

地域で事業を進める民間事業者（地域プレーヤー）からの意識を基にマスター

プランを策定し、地域住民や事業者並びに行政関係機関に提案し、共にニセコエ

リアの発展に寄与することを目的とし、これらの業務を進めるにあたっての基礎

調査等を行ったもの。また、作業の過程において、基本方針となる地域ビジョン

の策定に関する調査等の作業も行った。 

・地域の観光事業者、倶知安町・ニセコ町の関係部局が連携して協議した。 

・冬季スキー場への訪日外国人観光客からアンケート調査を実施した。 

・地域の土地利用や法規制状況に関する基礎調査を行った。 

・標識ガイドライン調査を実施した。 

・両町が実施中の観光振興計画とも連携し、将来的に実施可能な観光振興策を提

案として整理した。 

 

 

 

 

 

 

 

【成果】 

世界的な金融危機による影響余波 

・リーマンショックによる世界的な経済状況の悪化は、ニセコにも影響があり、

スキー観光客の減少や不動産投資などへの影響が出た。 

・このような短期間による経済不況は、ニセコの将来目標を議論する過程でマイ

ナス要因が大きく、今回事業の中で、地域住民や事業者を交えてのフォーラム

開催などを予定したが、混乱を招くことが想定されたため断念した。 

基本方針（ビジョン）は継続議論 

・基本方針となるビジョンについては、単に今後10、20年先のニセコの将来像を

思い描くだけでなく、観光客の１日当たりの総入込数とスキー場やリフトの許

容範囲（収容容量）のバランスを考慮する必要がある。また、宿泊施設等の増

加に伴う水資源の供給量やゴミ排出量の増加等、法規制区域内であっても制限

内であれば場所をいとわず建設が可能など、地域の環境や景観への配慮が求め

られる。そのため、基本方針（ビジョン）は継続議論を重ねることとする。 

・基本方針（ビジョン）は、皆が分かりやすく、その目標達成への課題に対応し

た施策展開を行い、皆が成果を共有できるしくみづくりが重要。
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【ニセコ地区のSWOT分析調査結果】 
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【リゾートマスタープラン戦略目標】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アクションプラン創出のためのキーワード】 
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【ゾーニング図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アクションプラン（案）】 

ゾーン アクションプラン（案） 

★ひらふ地区 

高原の賑わいの街 

～アドベンチャー拠点～ 

・散策路やフットパスの設置・管理によるスローツーリズムの振興 

・地域資源を巡るコースを開発するなど滞在メニューの充実型観光の振興 

【食のスポット連携】 

→地産地消のものが買える市場 

→食材を活かしたレストラン 

・羊蹄山と連携した「保養・癒し・レクリエーション」をテーマとした長期滞在型

観光の提案→山田地区 

・東アジアをターゲットとした外国人観光客の誘致（官民）→ニーズの高い体

験観光、「温泉」、「食」との連携 

・公共交通の導入 

★樺山地区 

高原の農村地区 

～農の光景エリア～ 

・田園資源を活用した体験型観光の振興 

→滞在型自然体験・農業体験の観光事業化（生産農家との協働） 

・ニセコアグリブランドの発信・創造 

・エコツーリズムの推進：インタープリテーションツアーの導入 

→東アジアのニーズ大 

★倶知安町市街地地区 

高原の玄関口 

～コミュニティ拠点～ 

・地域資源を巡るコースを開発するなど滞在メニューの充実型観光の振興 

・玄関口としてのアイデンティティの向上→視覚的・物理的な仕掛け 

→道路沿いの植栽や剪定・伐採などによる修景看板サインのデザイン共通化 

・風土館を活用した自然環境学習拠点形成 

・公共交通結節拠点としての強化 

・回遊できる魅力ある買物空間の形成 
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Ⅳ－３ ニセコひらふCID/BIDの検討 

 

【背景・課題】 

・ひらふ地区のひらふ第1～４・樺山町内会エリアでは、建物所有者の80%が非居住である。

居住する残りの20%の中でも全体の15%の町内会員（主に日本人）が地域コミュニティ全

体の費用やボランティアとして活動を行っているほか、防犯灯の電気代と修理・新設代

の負担、ゴミステーションの管理、環境美化を担っている。 

・そのため、居住・非居住に関わらず、外国人にも理解しやすい、不動産所有者全員が費

用を負担してコミュニティを守る新たなしくみづくりが必要となっている。 

 

【ニセコひらふCID／BIDの目的とビジョン】 

・そのため、次のようなニセコひらふCID／BID導入の目的と、それにより目指す地域ビ

ジョンは次のように掲げている。 

目的 

１．安全・安心できれいなひらふを守り、地域がひとつになってお客様を歓迎し、元
気なひらふをつくります。 

２．居住者も非居住者も「ひらふコミュニティ」の一員としてすべての皆さんがかか
わる、全く新しい地域運営のしくみをつくります。 

ビジョン 
「住みたくなるリゾート ニセコ高原ひらふ 
― 安全・安心、きれいで元気なひらふ ― 

 

【ニセコひらふCID／BIDの概要】 

・地方自治法に定められる受益者分担金制度を活用し、通常の行政サービスでは補えない

公共的なサービスについて、不動産所有者全員から必要な財源を公平に集め、独自の組織

を設立してサービスを提供する。 

CID 
（コミュニテ

ィ分担金） 

負担 すべての不動産（主に建物）所有者が負担 

用途 

・防犯灯の電気代、修理・新設代 
・地域美化 
・コミュニティのネットワークづくり 
・新しいゴミ収集システムの検討 
・各不動産の草刈りや屋根の雪降ろしなどの管理義務、ロケット花火や深
夜の騒音、ごみのポイ捨て禁止などを条例で制定するように働きかける。 

BID 
（ビジネス分
担金） 

負担 すべての商業用不動産（主に建物）所有者が負担 

用途 

ひらふに特化した魅力的な観光地づくりやインフラ維持管理を行い、地域の
事業者の収入増加を目指す。 
・新たなゴミ収集の仕組みづくり 
・ストリートバナー 
・ガイドブックの発行 
・宿泊・アクティビティの情報発信、集客活動 
・地域イベント（レストランフェア、ひらふ祭りなど）による販売促進 
・ひらふ坂歩道ロードヒーティング電気代 

 

・CID／BIDが成立されると、居住者も国内外の非居住者も法律や条例に基づいて全員が義

務として分担金を支払うことになり、「受益者分担金制度」により倶知安町が徴収するこ

とになる。 

   
不動産所有者 

（CID/BID会員） 

倶知安町 CID/BID組織 

※一般社団法人を想定 

CID/BID事業 

費用の流れ 

受益 
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【検討経緯と今後の予定】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年度 H27
項目
研究会 5月発足 （36回開催）

先進地調査・WS
セミナー開催等

検討委員会 12月発足 5/27 （22回開催）
ｴﾘｱﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ制度創設提案書作成

目的・背景・制度の必要性、分担金制度、徴収方法、負担割合検討

事業計画、事業費、運営組織、合意形成、住民意識調査 ●組織法人化

中間報告、意見交換会など 　　　　●運用準備
制度設計（条例制定）

　　　　　　（検討・議会提案・議決）

H26

（小委員会H25.6発足）

H23 H24 H25

運
用
開
始
（
予
定
）
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Ⅴ 地域意見の整理 

Ⅴ－１ 地域ワークショップ概要 

ひらふ高原地域のビジョンと必要な都市基盤整備について、地域の意見やアイデア

を把握することを目的として、地域ワークショップを全２回開催した。 

各回の開催概要は以下の通りである。 

 

＜第１回＞ 

日 時 平成２５年９月９日（月）１３：３０～ 

会 場 ホテルニセコアルペン「シュプール」 

参加者 ２１名 

プログラム 

１ 開会 

２ 検討会代表挨拶 

３ 本日のながれ 

４ グループ討議 

・下記のテーマについて、グループに分かれて討議 

【テーマ】・ひらふ高原地域のビジョン 

・土地利用の基本的な考え方 

・地域に必要な都市基盤整備 

５ グループ発表 

６ 総括 

７ 閉会 

 

＜第２回＞ 

日 時 平成２５年９月２４日（火）１３：３０～ 

会 場 ホテルニセコアルペン「シュプール」 

参加者 １２名 

プログラム 

１ 開会 

２ 本日のながれ 

３ グループ討議 

・下記のテーマについて、グループに分かれて討議 

【テーマ】・前回出された内容についての詳細検討 

・前回出された意見の他にさらに地域で整備すべき事項について 

４ グループ発表 

５ 総括 

６ 閉会 
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Ⅴ－２ 地域ワークショップ結果概要 

（１）第１回 

日時：平成２５年９月９日（月）１３：３０～ 

会場：ホテルニセコアルペン「シュプール」 

 

１ 開会 

２ 検討会代表挨拶 

小磯代表 

・ひらふ高原地域のまちづくりでは様々な課題を抱えているが、新幹線など新しく地域を変えていく

大きな契機もある。そのような中で、地域の将来像や施設整備、これらを動かしていくしくみや制

度などの検討を今後進めていくことになる。今回は、地元の方から地域の課題や目指していきたい

将来像など、ざっくばらんに意見を出して頂き、検討会での検討に反映していきたい。 

 

３ 本日のながれ 

・事務局（西江課長）より資料説明 

 

４ グループ討議 

・３グループに分かれてグループ討議 

【ひらふ高原地域活性化事業について】 

・ひらふ高原地域のビジョン 

・土地利用の基本的な考え方 

・地域に必要な都市基盤整備 

 

５ グループ発表 

 ・３グループによる討議結果の発表 

６ 総括 

小磯代表 

・このＷＳでは、住んでいる方の夢と訪れる方の夢をうまく結び付けていく議論が大切。 

・私自身が訪れて一番気になったのは、インフォメーションセンター。地域の最大のおもてなしは来

訪者に対し、心優しくサービス精神が溢れる情報提供をすることが大切だと思う。 

・また観光地づくりにおいては、いつの間にかホテル等が観光客を囲い込みになってしまいがちであ

るが、地域の中にオープンな場を創りだすことを、まちづくりの議論の中でしていくことが大切。 

・さらに自動車に関する交通問題について、全ての場所に車でアクセスする観光地づくりを進めるよ

りも、車を規制しながらも滞在の魅力を増していく地域づくりを目指していくべきではないか。 

・この場では皆さんの想いを共有していくことが大切であり、今回出して頂いた皆さんの意見を次回

の検討会に活かしていきたい。 

 

７ その他 

 ・第２回WSの開催は9/25（水）13:30～、 検討会の開催は10/21（月）午後からとする。 

 

８ 閉会 
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グループ討議の結果概要 

 

Ａグループ（７名） 

■基本的な考え方 

・倶知安の住環境や仕事環境に惹かれて移住した方も

多く、自然豊かで静かな環境を守ることが大切 

・観光地として落ち着いた街づくり（色・高さ） 

・終の住家 

 

■生活 

・宿泊者のゴミ投棄が問題であり、ごみの収集施設が

必要 

・生活マナー、ルール 

 

■観光 

・人が集まれる場所で有効な情報を取得できるインフ

ォメーションセンター 

・歴史を知ることのできる施設 

・コンベンションセンター 

・倶知安で活躍するアーティストの作品展示やコンサ

ートなど、芸術や音楽ができる空間 

・吹出公園のような子供の遊べるスペースとともに、

マルシェやコーヒーが飲める場所 

・春や秋も埋める何か スポーツや飲食以外 

・体育館的なスペース 

 

【通り】 

・道道343号線沿いも電線の地中化をすべき 

・国道５号線からの入口にゲートやボードを設置 

 

【交通】 

・コミュニティバス 

・駐車場の確保 

・ECO GARAGE 

 

■環境 

【デザインコントロール】 

・人を呼び込むためにはデザインが重

要であり、建築コンペが有用 

・看板の建築ルール 

・景観条例の改正が必要。都会のよう

になっており、高さや外壁の色のコ

ントロールが緩すぎる 
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Ｂグループ（７名） 

 

■生活 

・樺山分校を外国語に特化した学校にする 

 

■観光 

・「食」の魅力を活かした、古い農家の倉庫を活用したガーデ

ンハウス（“FOOD”VILLAGE、クラインガルデン、農産加工

場）をつくり、レストランや温泉（Farmers market、FOOD 

GOURMET CORNER＋ONSEN）を楽しめる 

・サンスポーツランドにMICE会議スペース（コンサート）や

交通ターミナル、温泉を楽しめる施設 

・ホワイトハウス（インフォメーション機能、ＡＴＭ、交番、

医療、駐車場） 

・川で遊ぶ自然体験やバーベキューができるRIVER PARK

（RIVER FUNICULAR FOR FISHING SIGHTSEEING TOURISM 

RIVERSIDE SHOPS、CHILDREN‘S SKATING ON TENNIS COURT） 

・複合的な施設（多目的） 

・プール、スケートパーク（リンク） 

・公園施設が付いた道の駅  

・外国語対応の看板表示（INTERNATIONAL SIGN） 

 

【交通】 

・新幹線も見据えて、生活交通として倶知安－ニセコ間に鉄路やトンネルを活用したＤＭＶを導入。 

・事故が多いため、電柱の埋設化とともに自動車のスピード制限を設ける。 

・NO-CAR PEDESTRIAN ONLY VILLAGE（REMOTE PARKING、ERECTRIC Shuttles） 

・REVITALIZE HIRAFU STATION 

・つり橋 

・第一駐車場（地上は芝生公園（展望施設）、地下は駐車場） 

・ひらふ－花園間をつなぐ新しい道路やモノレール 

・VILLAGE FUNICULAR/GONDOLA 

 

【通り】 

・ニセコVillage－ひらふ地区間の歩

道を魅力的にした散策路（HIRAFU 

BOULEVARD REMODEL） 

 

■環境 

・NO CAR RESORT、NO CO2 RESORT 

・デザインプラン、マネージメントプ

ラン 

 

■制度活用 

・総合特区化（規制緩和、利用促進、

防災、ＰＦＩ／ＰＰＰ）
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温
泉
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Ｃグループ（７名） 

 

■生活 

・ゴミ処理場（全てのゴミを燃やす） 

 

■観光 

・市街地内に全ての機能を整備するのではなく、高速

道路の北側に道の駅やハイウェイオアシス 

・グリーンシーズン（夏）のゲレンデを活用出来るよ

うな超ロング滑り台＆ルージュ、キャンプ場（オー

ト） 

・中央公園に一年中ウィンタースポーツを楽しめる施

設（スケートパーク、グラススキー、室内パークス

キー場） 

・交通拠点バスターミナルとともに全ての情報を取得

できるインフォメーションセンター、美術館、レコ

ーディングスタジオ、コミュニティＦＭラジオ 

・サンモリッツ大橋のとこに河川公園 

・遊具、子供向けの公園 

・交番 

・会議場 

・ドーム（体育館・会議場）ジム付 

 

【交通】 

・ひらふ坂を大型バスの乗り入れを規制してはどうか 

・第1駐車場を多層駐車場（１～２Ｆ 車、屋上 イベント） 

・自転車が走りやすくなるよう路側帯を拡大 

・市街地への交通手段としてゴンドラ、モノレール、トロッコ、デマンドバス（タクシー）などの新交

通モード 

 

【通り】 

・歩行者天国みたいな空間 

・サイン設置 

・電柱の地中化 

 

■環境 

・小水力発電 

・温泉 700より下の 
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（２）第２回 

日時：平成２５年９月２４日（火）１３：３０～ 

会場：ホテルニセコアルペン「シュプール」 

 

 

１ 開会 

 

２ 本日のながれ 

事務局（西江課長） 

・前回出された内容について説明した後グループ討議をして頂く。前回参加された方には、前回出さ

れた内容からさらに詳細な検討をして頂き、初めて参加して頂く方には、前回の資料を見ながらひ

らふ高原地域にどのような基盤整備が必要かアイデアを追加して頂きたい。 

 

㈱ドーコン 

・資料の説明 

 

３ グループ討議 

・３グループに分かれてグループ討議 

【討議内容】 

・前回出された内容についての詳細検討 

・前回出された意見の他にさらに地域で整備すべき事項について 

 

４ グループ発表 

・３グループによる討議結果の発表 

 

５ 総括 

事務局（西江課長） 

・今回のワークショップで出して頂いたアイデアを精査し、それぞれの課題を踏まえて内容を整理していきた

い。今後は検討会の中で議論していくことになるが、内容やその優先順位について検討していきたい。 

・検討結果については、再度地域で説明を行いたいと考えている。 

 

６ その他 

 

７ 閉会 
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グループ討議の結果概要 

 

Ａグループ（６名＋㈱ドーコン１名） 

 

■観光 

【ネットワーク化】 

・道道343号線の路肩や歩道を整備し、安全な通りにすべき。

（夏は自転車、冬はクロスカントリーができるようになれ

ばよいのではないか） 

・自転車通路の確保（事例：高松での社会実験） 

・市街地とひらふ高原地域をつなぐ交通手段の確保 

・高層道路にＰＡが整備されれば市街地、花園、ひらふまで

行けることになる。ＰＡを情報発信の基地や地域の農産物

を購入できる場所にしてはどうか。 

・ＪＲ在来線が廃線となったときは活用

（フットパスやクロスカントリー） 

 

【拠点づくり】 

・サンスポーツランドに交通ターミナル機能が必要。用地を

買収し土地整備（新幹線工事による残土を活用）。 

・中央公園に立体駐車場と緑地のイベントスペースを整備し

てはどうか。雪は貯めておき、除雪費を削減。 

・第1駐車場は、マイカー駐車場やイベントスペース、広場（プ

ラザ）、オープンスペースにすべきではないか 

・駐車場の確保をどうするかが課題 

・ＰＡでは、インフォメーション機能や、地域の

農産物を購入できるところが必要。 

 

【お金をかけないで遊べるところ】 

・河畔公園の整備。子供が水遊びできる。 

・川沿いにサイクリングロードを整備し、花の景

観づくりをしてはどうか。フットパスでつない

でいくと良いのではないか。 

 

【その他】 

・花畑の景観づくり 

・芸術の森、文化活動の場 

・道の駅＋公園 

・大学を呼び、若い人材を確保する 

・スタッフハウスや空き家対策が必要 

 

■生活 

【生活基盤づくり】 

・樺山地区の道路ネットワーク化 

・下水道の整備 

・ゴミ処理施設の整備 

・樺山分校の移設。規模の拡大。 

・幼保一元化、外国人への教育（参考：国際バカ

ロレア） 

 

■環境 

・手つかずの自然と景観を保存、活用 

・水力発電を１機追加する 

・温泉熱を活用 

52 



 

53 

                        

Ａ
グ
ル
ー
プ
 

川
沿

い
の

サ
イ

ク

リ
ン
グ
ロ

ー
ド
 

花
・
花
だ

ん
の
 

景
観
づ
く

り
 

I
C
・

P
A
 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
 

安
全

な
通

り
 

歩
道
整
備
 

使
い
方
 

夏
：
自
転

車
 

冬
：
ク
ロ

ス
カ
ン

ト
リ
ー
 

【
事
例
】
高

松
の
社

会
実
験
 

交
通
手
段
 

の
確
保

 

・
温
泉
 

・
イ
ン
フ

ォ
 

・
農
産
物
 

・
ﾊ
ｲｳ
ｪ
ｲｵ
ｱ
ｼｽ
 

フ
ッ

ト
パ

ス
 

・
芸

術
の

森
 

・
文

化
活

動
の

場
 

・
国

定
公

園
の

 
地

域
指

定
を

 

変
更

 

駐
車

場
の

確
保

を

ど
う

す
る

か
が

課

題
 

中
央

公
園

を
や

め
て

立

体
駐

車
場

と
イ

ベ
ン

ト

ス
ペ

ー
ス

に
す

べ
き

 

温
泉

熱
の

活
用

 

交
通

ﾀ
ｰ
ﾐﾅ
ﾙで

は
な

く
 

・
マ

イ
カ

ー
駐

車
場

 

・
イ

ベ
ン

ト
ス

ペ
ー

ス
 

・
広

場
（

プ
ラ

ザ
）

 

・
な

に
も

な
い

場
所

 

・
ｵ
ｰﾌ
ﾟ
ﾝｽ
ﾍ
ﾟｰ
ｽ 

生
活

基
盤

 
づ

く
り

 

交
通

タ
ー

ミ
ナ

ル
 

整
備

に
向

け
た

 

用
地

買
収

 

水
力

発
電

を
 

プ
ラ

ス
 

ゴ
ミ
処
理

施
設
 

小
学
校
の

移
設

 

・
幼
保
一

元
化
 

・
外
国
人

へ
の
教

育
 

【
参
考
】

国
際
バ

カ
ロ
レ

ア
 

花
畑

 

手
つ

か
ず

の
 

自
然

と
景

観
 

路
肩
整
備

 
↓
 

 
安
全
な

通
り
に

！
 

下
水

道
整

備
 

つ
り

橋
 

河
畔

公
園
 

子
供

と
水

遊
び
 

自
転
車
通

路
 

道
の
駅
＋

公
園

 

温
泉

 

・
大
学
 

・
若
い
人

材
 

・
ス

タ
ッ
フ

ル
ー
ム
 

・
空
き
家

対
策
 

駅
 

武
四
郎
の
滝

 
の
案
内

 

お
金

を
か

け
な

い
で

遊
べ

る
と

こ
ろ

 自
然

豊
か

な
景

観
を

活
用

 

拠
点

づ
く

り
 

双
子
の
桜

 

廃
線

と
な

っ
た

と
き

は
Ｊ

Ｒ
在

来
線

を
活

用
 

（
フ

ッ
ト

パ
ス

な
ど

）
 

 



 

5
4
 

Ｂグループ（６名＋ドーコン１名） 

 

■観光 

【観光中核施設】 

・インフォメーション機能が最優先 

・ＡＴＭには郵便局も必要 

・第三駐車場は狭いため、露店として必要なものを。 

 

【サンスポーツランド】 

・コンベンションホール、体育館、アスレチック 

・全天候型遊び施設や温泉 

・天候が悪いときに行ける場所（ショッピングモール、屋

内、アウトドアブランドのテストセンター） 

・アート、文化の場（レルヒ像、小川原脩、風土館） 

 

【ペンション街】 

・ペンション街の下に、ゴンドラステーション 

・冬期間におけるバス以外の交通手段が必要 

・朝渋滞しており、乗り切れない人たちがいる 

 

【その他】 

・周回できるサイクリングロードの整備 

・わくわく感をもてるゲートを設置し、ゲート間に統一感ある街灯を整備 

・中央公園にハーフパイプ、クライミング、スケートパークなど、子供が遊べる公園が必要 

・羊蹄山が見えることがポイントであり、中央公園を優先すべき 

・第１駐車場は広く眺めも良い。イベントスペースとしてはどうか。 

・滑って降りることができる道路沿いのコース 

・白雲山荘ウラとささやき坂を結ぶ道路整備 

・樺山分校の隣に花畑はどうか。 

・大人も子供も楽しめるアスレチック 

・歩道をつけてほしい。 

・目的地がない。道の駅、温泉、買い物。 

 

【課題】 

・小樽から来るのにニセコ回りで来る人

がいる 

・比羅夫駅で降りてしまう人がいる 

・地区の説明がしづらい（ニセコ、ヒラ

フ、倶知安、山田） 

 

■生活 

・樺山まで街灯を増やしてほしい。

ＬＥＤ広がらないので暗い。 

・観光や商業の場所と生活の場所（静

けさ）分ける 

■環境 

・サンモリッツ大橋から倶知安橋までは、カヤッ

ク遊びに最適。街に近いが人工物がほとんど見

えない。 

・電線がない。木々のすきまから羊蹄やアンヌプ

リが見える。 
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（３）地域ワークショップのまとめ 
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Ⅵ ひらふ高原地域活性化事業計画の検討 

Ⅵ－１ 計画の位置づけ 

ひらふ高原地域活性化事業計画においては、倶知安町における上位計画・関連計画

を踏まえ、現在進行している関連プロジェクトと一体的・総合的に検討するとともに、

将来の北海道新幹線の延伸や北海道横断自動車道の整備など高速交通体系の変化を

見据え、「ひらふ高原地域と倶知安市街地の連携」を考慮した「ひらふ高原地域の将

来像」を検討する。 

今後は、本計画で示された将来像を基にしながら、具体の事業や検討を進めるとと

もに、民間開発事業者や住民と共有すべきビジョンとして、将来像の実現化を図る。

これらの関係は下図に示す通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

国際リゾート地としてニセコひらふ地域 

と市街地が連携した将来像 

上位計画・関連計画 

【倶知安町】 

◆５次倶知安町総合計画（H20） 

【羊蹄山麓地域】 

◆羊蹄山麓広域景観づくり（H18） 

◆羊蹄山麓景観広告ガイドライン

（H22） 

【国・道】 

◆国土利用計画 等 

◆倶知安町都市計画マスタープラン（H20） 
◆倶知安準都市計画（景観地区／特定用

途制限地域）（H20、21） 
◆倶知安町観光振興基本計画（H21） 
◆環境基本計画（H18） 

ひらふ高原地域の将来像 

関連プロジェクト 

◆ニセコひらふCＩＤ／BＩＤ検討委員会 

◆ニセコ観光局プロジェクト協議会 
◆北海道横断自動車道の事業化に伴

う市街地道路網ネットワーク整備 
◆新幹線開業を見据えた駅周辺再

開発／駅前商店街活性化 

ひらふ高原地域活性化事業計画の検討 

◆観光中核施設(複合交流施設) 

◆道道でのストリートバナー整備 

◆ひらふ坂広告サイン整備 

◆駐車場適正配置及び整備 

 

広域的な連携 
市街地との連携 

◆ひらふ中央公園再整備 

◆小水力発電整備 

◆その他（道路など） 
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Ⅵ－２ ひらふ高原地域の将来ビジョン 

倶知安観光における大きな課題は、ひらふ高原地域と市街地の連携強化である。ひ

らふ高原を訪れている観光客は市街地に強い興味を示しており､市街地はひらふ高原

に訪れる観光客や投資による経済効果とそれによる市街地域の活性化を期待してい

る。 

平成27年度には新函館（仮称）まで開業予定の北海道新幹線延伸や北海道横断自動

車道余市・倶知安間の備など、高速交通体系の大きな変化を視野に入れたひらふ高原

と倶知安市街地の連携強化が求められている。 

ニセコ観光局プロジェクトでは、倶知安町だけではなく観光客が捉える「ニセコ」

地域全体を対象として、近隣市町村との広域連携を図り、ニセコブランドの価値を高

める取り組みを進めている。 

このような地域の高速交通体系の大きな変化や周辺地域との広域的な観点も踏ま

え、国際リゾート地としてのひらふ高原地域の将来ビジョンを検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 「ニセコ」地域における観光拠点とひらふ高原・倶知安市街地の位置 
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（１）ひらふ高原地域と倶知安市街地が連携した地域の将来像 

ニセコエリアへの好調な観光入込を受け、ひらふ高原地域では宿泊施設や飲食店な

ど、観光サービス業における雇用が拡大している。しかし、そこで働く従業員用の住

居や寮などの施設は不足している状況にあり、また長期滞在客の増加に伴いリゾート

サービス機能のほかに、医療・福祉、買い物等の日常生活サービス機能が地域に求め

られている。 

倶知安市街地には居住機能や日常生活サービス機能などの都市機能が十分あるこ

とから、両地域が機能の役割分担を果たし相互に連携することで、ひらふ高原地域と

倶知安市街地の双方の活性化が可能となる。 

両地域を結ぶ交通システムの充実等とあわせて、具体的な連携方策を検討すること

が重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ひらふ高原地域と倶知安市街地の連携イメージ 

 

（２）外資による経済の好循環 

外国人観光客の増加は、外資系企業にとって投資の機会をもたらすとともに、宿

泊・娯楽施設のみならず関連産業の生産・雇用面にまで波及していることを踏まえ、

ひらふ高原地域の将来ビジョンでは、外に向かって投資を促す情報の発信を行い、地

域内では外資による基盤整備の誘導策やおもてなしの充実を図るなどして、地域経済

の好循環を目指していくことが重要となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

観 光 客 

外国資本 

宿泊施設等 観光サービス業 

進出の契機 

買収・建設 設立 

人を呼び込む契機 

消費 

（収益） 

情報の発信（投資を促す） 

地域内 

（基盤整備誘導・おもてなし） 

ひらふ高原地域 倶知安市街地 

観光 
・居住 
・医療、福祉 
・買い物 など 

連連携携・・役役割割分分担担  

ひひららふふ高高原原地地域域 と 倶倶知知安安市市街街地地  
のの活活性性化化  

都市機能 

雇用・ニーズの拡大 

居住・日常生活サービス機能 

・リゾート 
サービス など 
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（４）ひらふ高原地域の将来ビジョン 

 

ひらふ高原地域のビジョンを整理すると下のようになる。また、ビジョンに対応した今後10年間で取り組む事業についても併せて示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世
界
に
誇
る
共
生
リ
ゾ
ー
ト 

□観光交流の拠点づくり  

 ・リゾート地の顔づくりとなる観光交流の拠点づくり  
 ・多世代が楽しめるオープンスペースの充実  

□観光資源の活用と地域経済の循環づくり  
・農業や食、自然環境などを活用した観光メニューの充実  

□市街地や他地域と連携した観光地づくり  
・適正な域内交通の充実（２次交通の充実） 

・安全で快適な歩行空間、フットパス、サイクリングコース等の整備 
□観光ホスピタリティの向上  

 ・わかりやすいサインや外国語対応の強化  
□高速交通ネットワーク整備の推進  

・国際リゾートに相応しい新幹線駅の検討  
・北海道横断自動車道・倶知安ICの整備、SA・道の駅等の検討 

□国際リゾートを支える教育環境の充実 
 ・地域資源を活かした教育活動や取り組みの充実 

□市街地や他地域と連携した観光地づくり  
 ・適正な域内交通の充実（２次交通の充実） 

 ・安全で快適な歩行空間、フットパス、サイクリングコース等の整備 
□高速交通ネットワーク整備の推進  

・国際リゾートに相応しい新幹線駅の検討  
・高速道路整備の早期の事業化要請、倶知安ＩＣ・ＳＡの検討  

□適切な土地利用・景観コントロール  
 ・準都市計画やガイドライン等の運用による、適切な建物・景観のコン

トロール  
□環境負荷の軽減  

 ・安全で快適な歩行空間、フットパス、サイクリングコース等の整備 
 ・再生可能エネルギーの活用  

□ＣＩＤ／ＢＩＤによるエリアマネジメント 
 ・ＣＩＤ／ＢＩＤ制度導入の検討 
□安全安心に滞在できる環境づくり  
 ・災害時の情報伝達手段の充実 
 ・防犯灯や交番の整備による安全安心の向上 
・安全で快適な歩行空間、フットパス、サイクリングコース等の整備 

□快適で魅力的な地域環境の形成  
 ・地域によるインフラの維持管理 
 ・観光中核施設の維持管理、運営 
□地域の魅力づくりと発信  
 ・地域イベントによる販売促進 
 ・観光情報の発信、集客活動 
□ゆとりある生活空間の形成  
 ・多世代が楽しめるオープンスペースの充実 

ビジョン 取り組み 

多
様
な
文
化
が
共
生
す
る 

質
の
高
い
リ
ゾ
ー
ト
地
づ
く
り 

“や
ま
”と
“ま
ち
”が
共
生
す
る 

連
携
し
た
地
域
づ
く
り 

観
光
客
と
居
住
者
が
共
生
す
る 

ひ
ら
ふ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り 

今後１０年間で取り組む事業 

・観光中核施設の運営計画作成と施設整備 

・サンスポーツランドの再整備 

・第１駐車場の再整備 

・ひらふ高原中央公園広場の再整備と町道の改良（車道拡幅・歩道新設） 

・ニセコエリア内の２次交通ネットワークの検討調査 

・フットパスネットワークの検討調査および整備事業 

・サイクルネットワークの検討調査および整備事業 

・道道の一部区間の歩道整備 

・ひらふ坂の電線地中化とロードヒーティング 

・案内サインと沿道ストリートバナーの整備 

・シンボルサインの整備 

・（再掲）ニセコエリア内の２次交通ネットワークの検討調査 

・（再掲）フットパスネットワークの検討調査および整備事業 

・（再掲）サイクルネットワークの検討調査および整備事業 

・（再掲）道道の一部区間の歩道整備 

・（再掲）ひらふ坂の電線地中化とロードヒーティング 

・景観ガイドライン等の検討 

・屋外広告物ガイドラインの作成とガイドラインの普及 

・自然エネルギーの利活用検討の調査 

・倶知安IC周辺の土地利用検討調査 

・CID/BID制度の導入 

・街路灯の整備 

・（再掲）観光中核施設の運営計画作成と施設整備 

・（再掲）フットパスネットワークの検討調査および整備事業 

・（再掲）サイクルネットワークの検討調査および整備事業 

・（再掲）道道の一部区間の歩道整備 

・（再掲）ひらふ坂の電線地中化とロードヒーティング 

・（再掲）第１駐車場の再整備 

・（再掲）ひらふ高原中央公園広場の再整備 
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Ⅵ－３ ひらふ高原地域活性化事業計画 

「Ⅵ－２（３）ひらふ高原地域のビジョン」に基づいた、ひらふ高原地域活性化事業の

メニューは以下のとおり。 

 

 

表 ひらふ高原地域活性化事業一覧 

事 業 

（１）観光中核施設（複合交流施設）整備 

（２）道道でのストリートバナー整備 

（３）ひらふ坂シンボルサイン整備 

（４）駐車場適正配置及び整備（第1駐車場） 

（５）ひらふ中央公園再整備 

（６）小水力発電整備 

（７）その他（道路など） 

 ① 町道ニセコ高原山田線改良事業 

② 街路灯整備事業 

③ 案内サイン整備事業 

④ 屋外広告物ガイドライン策定検討事業・推進事業 

⑤ ２次交通網整備事業 
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（１）観光中核施設（複合交流施設）整備 

 

観光中核施設（複合交流施設）の位置、配置、施設規模、平面構成を下図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

位置図                配置図 

 

 

 

 

 

 

 

施設規模 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平面構成  

N

道道631号

道道343号

敷地面積2,960㎡

（建物全体※合築）

建築面積1,480㎡以下

延床面積8,880㎡以下
建物高さ22m以下

床面積（要求機能面積）

１階 472㎡（交番他）

２階 1,331㎡（物産・展示他）

３階 1,324㎡（ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾙｰﾑ他）

４階 1,236㎡（コンドミニアム）

５階 617㎡（コンドミニアム）

６階 617㎡（コンドミニアム）

合計5,597㎡※共有床按分面積を含む

1F 

2F 

3F 

4F 

5、6F 
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【観光中核施設運営計画の作成】 

 

観光交流センターを核とした地域の賑わいづくり 

 リゾートコミュニテイの拠点として新たに建築される観光交流センターを中心にリゾー

ト市街地の賑わいを創出するため、施設を継続的に運営するための計画、また施設を活用

したイベントの企画等を検討・作成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

観光交流センター

（運営：ニセコひらふCID/BID）

継続的な運営

イベント事業等
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（２）道道でのストリートバナー整備 

 

整備方針および整備内容は次の通り。 

 

【整備方針】 

・ひらふ地区のイメージを高める。 

・公共のイベント開催に合わせてイベント告知、雰囲気づくりのためのツールとして活

用する。  

 

【整備内容 】 

表示面積  ： 1面1㎡以下 

高  さ ： 4ｍ以下（表示面下端3ｍ以上） 

設置箇所  ： 街路灯・視線誘導柱等（設置間隔は約60ｍピッチ） 

 

事業主体 規模 
事業期間 

開始年度 完了年度 

倶知安町 100 基 H27 H27 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

800 
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（３）ひらふ坂シンボルサイン整備 

整備方針および整備内容は次の通り。 

【整備方針】 

・「HIRAFU」の表示を基本とする。  

・積雪で隠れない高さとする。 

・設置箇所周辺のランドスケープと一体的に整備する。 

・ひらふ地区への到着を知らせるものとする 

・デザインは公募等で決定する。 

 

【整備内容】 

・表示面積：1基全体で5㎡以下  

・高  さ： 4ｍ以下  

・ステンレス等維持管理を省力化できる素材を基本とする。 

・全体の意匠は、ニセコのシンボルモニュメントとして相応しいものとする。 

  

事業主体 規模 
事業期間 

開始年度 完了年度 

倶知安町 1 基 H29 H29 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

NISEKO RESO RT HIRAFU
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（４）駐車場適正配置及び整備（第１駐車場） 

第１駐車場は、スキー場エリアに隣接した公共駐車場であるが、冬季のスキーシー

ズンの豪雪時には、除雪による一時堆積の雪により機能を損失する機会が多く、利便

性の確保が難しくなっている。  

また、夏季は、全面が無機質なアスファルトで形成されているため、自然景観を阻

害している。  

駐車場を無落雪構造で複層化し、利用者の利便性を高めると同時に、利用が少なく

なる夏季においては、景観上からも魅力がある広場空間や緑化空間を配置して多目的

な利用が可能となるよう整備を行う。  

ただし、整備するにあたっては、公設公営の駐車場とするのではなく、民間の資金

力やノウハウを活かし、官民が連携しながら民間による整備と維持管理を行う方向で

検討を進める。 
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（５）ひらふ中央公園再整備 

従来の用途別に細分された空間及び未利用空間を、イベントの開催等に対応するフ

レキシブルかつ広大な空間に整備し、広場としての機能拡充を行う。 

 

【配置機能】 

・緑地空間整備（休憩広場） 

・駐車場兼多目的広場整備 

・多目的広場整備 

【規  模】 

・面積：1.4ha 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駐車場兼多目的広場整備（舗装・緑地帯）

休憩広場（緑地）
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（６）小水力発電整備 

ひらふ高原地区を流れる親父川、冷水川を活用し、街路灯やロードヒーティングの

ランニングコストの一部を負担できる小水力発電施設の整備を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小水力発電施設の検討にあたっては、対象河川の流量や断面などの基本条件を踏ま

え、発電容量、整備コストなどを勘案し、事業を進める必要があり、今後これらの基

本条件を整理し、事業の規模や実現の可能性について検討する。 

発電や事業コストの効果・効率に応じて、その他の自然エネルギーを活用した発電

方法についても検討することとする。 

 

 

  

小水力発電施設：２基 

水路 

水車 

発電機 

放水 

水圧管 
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（７）その他（道路など） 

① 町道ニセコ高原山田線改良事業（車道拡幅・歩道新設） 

整備する位置および内容を下図のとおり。 

 

延長 幅員 歩道幅員 事業期間（年度） 

260 m 
整備前 

7 m 

整備後 

7.5 m 
3ｍ H26～H28 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.75m 0.75m5.5m

0.75m 0.75m6.0m3.00m

260m

N
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② 街路灯整備事業 

整備する位置および内容を下図のとおり。 

 

事業主体 
概要 

（箇所数、規模等） 

倶知安町 LED 照明 15 基 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

さくら坂

からまつ坂

もみじ坂

ようてい坂

望羊通り

ゆけむり通り

こんにちは通り

しらかば坂

どんぐり通り

N
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③ 案内サイン整備事業 

整備する位置と規模を下図に示す。 

 

事業主体 
概要 

（箇所数、規模等） 

倶知安町 案内板 16 基 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

公園通り

ささやき通り

ささやき坂

さくら坂

からまつ坂
もみじ坂

ようてい坂

望羊通り

ゆけむり通り

こんにちは通り

しらかば坂

どんぐり通り

凡 例

町施工
（交付対象）

道施工
（関連事業）

N

ゴンドラ坂
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④ 屋外広告物ガイドライン策定検討事業・推進事業 

美しい景観を活かした国際リゾートに相応しい屋外広告物ルールの作成と普

及を目的とし、「ニセコひらふ高原屋外広告物ガイドライン（仮称）」の作成と普

及を図るため、推進団体（ニセコひらふCID/BID）に対し間接補助により活動の

助長を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ニセコひらふエリアマネジメント団体（ニセコひらふＣＩＤ／ＢＩＤ） 

住み良い環境の維持とリゾートの魅力を高める施策を地域住民等自らが一体

的に実施するため、町が地域住民等から分担金を徴収し、その分担金を原資に地

域のエリアマネジメントとコミュニティ活動を総括して実施する組織に活動費

として交付して当該組織が一括して必要な施策展開・活動を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

屋外広告物ガイドライン

（広告面積の規制等）

推進団体

（ニセコひらふCID/BID）

倶知安町
まちづくりを検討する会

（町民・行政等）

作成

ガイドライン推進要綱

（推進助長）

事業者等

不適合広告物

適合広告物

集合広告物

啓発・指導・架替助長・マネージメント等

相談・協議等

助成

推進事業

策定検討事業

ひらふエリア 倶知安町

ひらふリゾート分担金

（町条例制度）

コミュニティ分担金

ビジネス分担金

ＣＩＤ／ＢＩＤ組織
（地域住民・事業者・

不動産所有者等）

税・料等 助成金

徴収

交付

ニセコひらふリゾート分担金制度（ニセコひらふＣＩＤ／ＢＩＤ）

ＣＩＤ

（全建物）

ＢＩＤ
（商業不動産）

徴収

交付金

活動

徴収

行政サービス

■ＣＩＤ活動内容 

防犯灯の維持（電気代・修

繕・更新等）、周辺美化（清

掃・植栽等）、災害時におけ

るネットワーク構築等 

 

■ＢＩＤ活動内容 

施設維持管理（ロードヒーテ

ィング、中核施設、ストリー

トバナー、案内サイン等）、

広告マネジメント、景観推進

活動（屋外広告物ガイドライ

ン推進等）、美化・防犯・観

光案内活動、集客活動（イベ

ント開催等）等 
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⑤ ２次交通網整備事業 

事業の目的は、①エリア内の循環性と、幹線交通とのアクセス充実、②リゾー

ト地としてのブランドイメージとなるインフラの整備である。 

ニセコエリアの公共交通は季節や時間帯の波動が大きく、様々な事業者が運行

する複雑な体系となっており、訪れている滞在客にとって利用しにくい環境であ

る。 

滞在客などの身近な足として、ひらふ地区などの滞在拠点を中心に、通年型国

際観光リゾート地にふさわしい統一感ある公共交通システムの再構築と景観・ロ

ケーションにあった施設整備に向けた検討・調査を実施し、当該システムの実証

実験を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ニセコひらふ

ニセコヴィレッジ

ニセコアンヌプリ

ニセコ花園 倶知安駅

ニセコ駅

新千歳空港方面

２次交通拠点

至札幌・小樽

至函館 洞爺湖方面

小樽・札幌方面

積丹方面

倶知安駅

サンスポーツランド

エリア内運行計画
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Ⅶ 観光中核施設基本計画 

施設規模や各階機能は次の通り。 

 

【施設規模】 

敷地面積：約2,960㎡ 

延床面積：5,597㎡ 

・１階： 472㎡ 

 ・２階：1,331㎡ 

 ・３階：1,324㎡ 

 ・４階：1,236㎡ 

 ・５階： 617㎡ 

 ・６階： 617㎡ 

 

【フロア機能】 

 主 な 機 能 

１ 階 
交番 

物産・展示 

２ 階 

エントランスホール 

物産・展示 

ＡＴＭ 

事務所・観光案内所 

ホテルラウンジ 

ホテルフロント、ホテル事務室 

電気・機械室 

３ 階 

物産・展示 

コンベンションルームＡ（350㎡） 

コンベンションルームＢ（270㎡）※間仕切り可能 

４～６階 コンドミニアム 
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ひらふ高原地域のまちづくりを検討する会 開催結果 

ひらふ高原地域のまちづくりを検討する会設置要綱 

平成25年５月28日 

倶知安町要綱第15号 

改正 平成25年７月１日要綱第23号 

（目的） 

第１条 この要綱は、倶知安町の観光産業を牽引する役割を担うひらふ高原地域（字山田及

び字樺山地域をいう。以下同じ。）と市街地とが連携して都市機能の整備、向上をめざ

すまちづくりについて町長に意見を具申するため、調査、研究及び検討を行うひらふ高

原地域のまちづくりを検討する会（以下「検討する会」という。）の設置に関し、必要

な事項を定めることを目的とする。 

（所掌事項） 

第２条 検討する会の所掌事項は、次のとおりとする。 

(1) ひらふ高原地域と市街地とが連携して都市機能の整備、向上をめざすまちづくりに

ついて調査・研究及び検討すること。 

(2) 勉強会、講演会等を開催すること。 

(3) 地域住民又は事業者との意見交換会を開催すること。 

(4) 都市機能整備事業・調査等の事業評価を実施すること。 

(5) その他ひらふ高原地域のまちづくりに関し必要なこと。 

（組織） 

第３条 検討する会は、次に掲げる20名以内の委員をもって構成する。ただし、第２号及び

第３号に規定する委員は、倶知安町内に居住する者とし、年齢及び国籍は問わない。 

(1) 学識経験者 

(2) ひらふ高原地域の自治会及び観光団体の推薦者 

(3) ひらふ高原地域及び市街地のまちづくりに深い知識、経験を有し又は関心を有する

者 

２ 検討する会に、代表及び副代表を置き、委員が互選する。 

３ 代表は、検討する会を代表し、会務を総理する。 

４ 副代表は、代表を補佐し、代表に事故あるときは、その職務を代理する。 

（任期） 

第４条 委員の任期は、５年とする。ただし再任は妨げない。 

２ 補欠の委員の任期は、前任者の在任期間とする。 

（会議） 

第５条 検討する会の会議は、代表が招集し、議長を務める。 

２ 必要に応じ、委員以外の者の出席を求めることができる。 

（庶務） 

第６条 検討する会の庶務は、経済部商工観光課において処理する。 

（その他） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、検討する会の運営について必要な事項は、代表が会

議に諮って定める。 

附 則 

この要綱は、平成25年５月28日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成 25年７月１日から施行する。  
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表 検討会メンバー 

No. 役 職 氏   名 備 考 

1 委員（代表） 小磯 修二 学識経験者 

2 委員 岡田 雅彦 ひらふスキー場第１町内会 

3 委員 阪井 啓司 公募 

4 委員 赤前 圭吾 ひらふスキー場第２町内会 

5 委員 二川原 康平 ひらふスキー場第３町内会 

6 委員 渡辺 淳子 ひらふスキー場第４町内会 

7 委員 早川 貴士 公募 

8 委員 渡辺 洋一 公募 

9 委員 関根 一輝 公募 

10 委員 石塚 宣夫 樺山町内会 

11 委員 田中 義人 倶知安観光協会 

12 委員（副代表） 本田 哲 倶知安観光協会 

13 委員 ロジャース・キース 倶知安観光協会 

14 委員 山田 洋 倶知安商工会議所 

15 委員 荒井 貫児 公募(商店連合会） 

16 委員 波方 真如 公募（JCメンバー） 

17 委員 本間 浩規 公募 

18 委員 水口 渉 公募（JCメンバー） 

19 委員 青木 夏暁 公募 

20 委員 國枝 弘二 NPB 

21 オブザーバー 蒲澤 英範 小樽開発建設部 

22 オブザーバー 柿崎 仁 後志総合振興局 

23 オブザーバー 樋口 融 後志総合振興局 

24 オブザーバー トッサーニ・リカルド (株)ﾘｶﾙﾄﾞ・ﾄｯｻｰﾆ・ｱｰｷﾃｸﾁｬｰ 

25 オブザーバー 久安 直 (株)北洋銀行倶知安支店 

26 オブザーバー 赤木 裕二 防災担当課 

27 事務局 福家 直人 商工観光課 

28 事務局 西口 久也 〃 

29 事務局 芳田 国弘 〃 

30 事務局 文字 一志 企画振興課 

31 事務局 山下 誠一 〃 

32 事務局 三浦 正記 〃 

33 事務局 三田 晃史 〃 

34 事務局 西江 栄二 建設課 

  

資料編-2 



 

第1回ひらふ高原地域のまちづくりを検討する会 議事概要 

 

日時：平成25年7月19日 10:00～

12:00 

場所：倶知安町役場３階会議室 

 

議 事 概 要 

 

１ 開会 

２ 辞令交付 

３ 町長挨拶 

福島町長 

・若い人たちが委員になって頂き心強く思っている。皆様には、これから5年間にわたってまちづく

りに参加して頂くことになるので、よろしくお願いします。 

・倶知安町は、年間150万人の観光客が国内外から訪れ、羊蹄山やニセコ山系の美しい風景、新鮮な

農産物、パウダースノーなど多くの観光資源を有している。その中で、多くの外国人の来訪やコン

ドミニアムの建設が進み、国際リゾートの基盤が整いつつある。 

・また、北海道新幹線の事業認可がされたものの、完成時期の短縮を図る運動とともに、倶知安駅前

周辺整備も進めていく必要もある。また、高速道路についても事業が進む中で、黒松内-余市間の

事業認可を目指して運動している段階にある。 

・そうした中、国際リゾート地として発展しているひらふ地域では顕著な観光投資が進む一方、地域

課題を抱えていることも事実である。その課題解決も含めて、この検討会でビジョンを策定し、関

連する施設整備を進めることになる。 

・特に、通年型の長期滞在、国際リゾート地の発展を図る上で、複合機能を備えた観光交流センター

施設は重要である。そこでこの検討会で十分な検討の上で基本方針を示し、それに基づいた整備を

していきたい。 

・また、ひらふ地域と市街地が連携したまちづくりについても、官民連携手法を取り入れた検討調査

事業として、国土交通省の先導的官民連携推進事業の採択を受けたので、併せて進めていきたい。 

・地域住民の生活向上と地域経済の発展に寄与するよう、様々な見地から検討して頂きたい。 

 

４ 代表・副代表選出 

・事務局案として代表に小磯修二氏、副代表に本田哲氏が示され、全会一致で承認された。 

 

５ 代表挨拶 

小磯代表 

・私はこれまで地方の活性化のための政策について研究をしてきたが、外から来た観光者が地域に入

ってきて消費するという観光の営みをどう地域の活性化に結び付けていくか、というのは日本や世

界における地方で大きなテーマとなっている。 

・中でも観光の政策の在り方というのは地域政策の中でも検討が遅れている分野であり、地域の方の

創造的な知恵で作り上げていくべき大事なテーマである。特に、インバウンドという外国人の観光

消費をどう受け止めていくかはこれからの日本における大きなテーマだと思う。ただし、外からの

投資をただ受け止めるのではなく、外からの投資に対して地域がどのように向き合っていくかなど、

様々な課題があり、この検討会はそういう課題が凝縮されている。 

・観光は、地域の発展を支える産業としてしっかり根付づいたものであるべきだが、交通政策や都市
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政策などと関係した幅広い政策である。そのため多様な専門の方の知恵を集約しながら進めていか

なければならない難しいテーマであるが、これまでの経験を踏まえながら、検討会の代表として進

めていきたい。 

 

６ 審議事項 

（１）ひらふ高原地域活性化事業について 

（２）観光投資を呼び込む国際リゾート地形成推進検討調査について 

（３）今後の進め方について 

 

（事務局（西江課長）から資料説明） 

 

小磯代表 

・一人ずつ自己紹介と今説明を受けた資料に対する質問や意見、それから皆様にとってのひらふ地域を

中心としたこれからのまちに対する理想や想いをお話し頂ければと思う。 

・何を目指していくかという将来のまちのビジョンや方向性を共有できれば良いと思う。 

 

青木委員 

・人が飲食を楽しめる場を提供できること、町内の人が働ける環境をつくること、住める場所をつくっ

ていくことを目標として飲食店を経営している。 

・若い人がまちから離れていかないような店づくりをしていくのが理想としてあるが、町外からのお客

さんや観光客、移住してきた人にも目を向けるきっかけになれば、この検討会に参加した意味がある

と思う。 

 

水口委員 

・ひらふ地区は近年大きく変わってきており、外国人が多く来る一方で、国内の人が入りづらくなって

いると思う。 

・ひらふにはスキーやリゾートに魅力を感じて来ている人が多いと思うが、まちの活性化を考えるとソ

フトも重要であり、特に魅力のある「人」が大事だと思う。 

・まちの成長のためには、まちの中のつながりを強くしないとならないと思う。様々な人を巻き込んで

いけたら良い。 

 

本間委員 

・ひらふ地区がリゾートとして開発に力を入れようとしている中で、住民が暮らす地域としての課題や

リゾート地としての課題もあり、居住とリゾートが同時並行していくことができるのかが気になった。 

・どちらかが駄目にならないように、様々な人と議論しながらきちんと向かうべき方向を示せれば良い

と思う。 

 

波方委員 

・この町の良さである自然を壊さないようにハードをつくることは必要と思う。 

・“やま”と“まち”の交通の利便性を向上することが重要であり、“やま”と“まち”の人が協力でき

るようにしたい。 

 

荒井委員 

・駅前商店街では閉店しているお店もある中で、徐々にお店が増えてきており、今後はさらに充実させ
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ていきたい。これから新幹線や高速道路の開通に併せて駅前を発展していくために、なるべく早く取

り組んでいきたいと思う。 

 

山田委員 

・自社の売上の6～７割は外資系が支えている状態である。駅前の活性化のための議論では、やはりひ

らふ地域との連携が課題として挙がっている。ひらふ地区に営業している人もいるがあまり進んで営

業していない方もいるので、そういうところでも連携を進めていきたい。 

・また自宅がひらふ地区にあり、分校のPTAもやっているので、トータルな視点から倶知安全体を考え

ていければと思う。 

 

キース委員 

・今回の検討会で期待していることは３つある。１つ目は、提案事項に対してよりリアルに検討するた

め、コストパフォーマンスが大事だと思う。具体的な整備費用も示して頂くと具体的な議論ができる

と思う。 

・2つ目は、夏の観光が弱いという課題については、子育て世帯にとって京極町の公園や「ピュア」グ

ラウンドエリアの遊具が良く、多くの人が利用している。しかし、ひらふは通り過ぎてしまっている

ので、遊具の設置を検討したい。 

・３つ目は、同じひらふの中でも、デザインや利益などそれぞれ考える人がいるため、統一感に欠ける

状況にあり、アンバランスになっていると思う。そのため条例の見直し検討も必要ではないか。 

 

国枝委員 

・ひらふ地区の発展は観光のエンジンだと思うので、今回のテーマについて広く関わりを持って内容の

詰めをさせて頂ければと思う。 

・事務局からの政策提案についても関わっているので、一体感を持って進めていければと思う。 

 

田中委員 

・ひらふ地区が住んで良し、観光客が来て気持ちの良いリゾート地にしていくためには“やま”だけで

なく “まち”との連携が大事だと思う。目標は“まち”と“やま”の商業者が交流することによっ

て、まち全体で利益を享受し、経済の域内循環をつくっていくことである。 

・新幹線駅からひらふまでロープウェイを引くことができれば、まちも観光地となり、土地全体の価値

も上がり、観光客がまち全体に広がっていくことができると思う。そうなれば、観光は“やま”、“ま

ち”は商業と農業という関係は消えると思う。 

 

石塚委員 

・ひらふ地区の町内会機能が崩壊状態にあると言われているが、他の町内会の取り組みを見ても、町内

会長としては一生懸命に取り組んでいると思う。 

・観光客の多くはほとんど通過していると思うので、いかに滞在していただくかが課題である。そのた

めには、観光ソースの発掘調査も広く行い、魅力を創ることも必要である。ハードだけでなくソフト

からの切り口も重要だと思う。 

・高齢化は樺山地区でも進んでおり、単身の高齢者がいるため、観光との両立も大切だと思う。防災や

交通体系についても町内会として大きな課題と考えている。 

 

関根委員 

・ひらふ地区は車がないと不便な地区であり、冬になると車を停めるスペースがないこともある。その
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ため、倶知安とひらふのアクセスが良くなると、住民にとっても観光客にとってもやさしいまちにな

ると思う。 

 

早川委員 

・“まち”と“やま”の垣根をなくし、農業者も一緒になってお互いの経済が良くなったら良いと思う。 

・また、日本のお客さんが少なくなっているのも事実であり、少子高齢社会が進む中で長期滞在や夏の

農業体験ができると良いのではないかと思う。 

・さらに、“まち”と“やま”の距離が近付くためには交通インフラの充実も大切と考える。 

 

渡辺委員 

・皆さんと夢は大きく考えたい。このまちの自然は本当に素晴らしいけども、冬に集中しているのが現

状だと思う。そのため、四季折々が楽しめる「アジア№１のマウンテンリゾート」を目指していきた

いと思う。目標ができると自ずと何が必要か見えてくると思う。皆さんと気軽にキャッチボールして

議論できるようになれば良いと思う。 

 

二川原委員 

・今回の検討会は、様々な業種とエリアの人が集まってきており、それぞれをつなげる潤滑油の役割を

もつのではないかと思う。 

・“やま”と“まち”では、同じ観光でもそれぞれの良さがあり、お客さんは意外にわかっていないと

思う。このまちに対するニーズは多くあるものの、いま観光の現場で何が起きて何が求められている

のかが話す機会がなかったので、この検討会がそういったことをつなぎ合わせる第１歩になれば有意

義な会になると思う。 

・また、「ニセコ」「倶知安」「ひらふ」などの名前が観光客にとって混乱させないで伝える方法も検討

する必要があると思う。新幹線の名前も大きなきっかけになるのではないかと思う。 

 

本田副代表 

・私はUターン組であるが、若い人が戻ってきたいと思えるまちにしたいという強い想いがある。 

・ただし、Uターン組がまちに戻ってくるにしても、観光客が来るにしても、まずは自分たちが楽しむ

ことが大切であり、楽しいまちであることが大切。さらに産業で人やお金の動きがなければ、将来的

に子孫が住めるまちにならないと思う。そのため「観光」を産業にすることが大切であり、「経済効

果」をずっと言い続けてきた。 

・これからの10年はまちづくりの第２ステップだと思っている。これまでの10年は振り回されながらな

んとかマネジメントしようと努力してきたが、これからの10年はみんなが主人公になり、自分たちの

地域は自分たちがつくるという想いで進めていくが大切だと思う。そう考えると、新幹線や高速道路、

BIDやCID、観光局も全てリンクすることになり、先々このプロジェクトが軸になりながらお互いに良

い影響を与えるようになりたい。そうなれば10年後にはみんなが笑顔のまちになれると思うので、皆

さん頑張りましょう。 

 

小磯代表 

・オブザーバーや事務局も簡単に自己紹介をして頂きたい。 

 

オブザーバー（蒲澤道路調査官） 

・私の夢は高速道路。まだ事業着手にスタートしていないが、10年以内に供用できるよう頑張っていき

たい。 
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オブザーバー（樋口課長） 

・観光を下支えするひとつの要素が景観だと思う。観光の魅力づくりにおける景観づくりでお手伝いで

きればと思う。 

 

オブザーバー（柿崎室長） 

・観光は点ではなく面で捉えるとよく言われており、観光客が様々なところに訪れてもらえることを目

指している。そのため、ニセコから積丹や余市、黒松内など様々なところに行けるような拠点機能を

持てる地域に発展できれば良いと思う。10年後には、ニセコと後志全体というイメージを観光客がも

つことができれば良いと思う。 

 

オブザーバー（赤木課長） 

・平成25年度に防災無線を整備する予定である。今後は、役場の庁舎敷地内に30m級の円柱を建て、1k

ｍほど届くスピーカーを東西南北に設置する。また、ひらふ地区には15ｍの円柱を６本の建てる計画

であり、半径300mほど届くスピーカーを設置する予定である。さらに、これらを補完するため、個別

受信機をペンションや一般住宅などを含め全戸に設置する予定である。これらについては、また説明

会を開催させて頂く予定である。 

・ひらふ地区へのアクセスについて、札幌にある地上を走る地下鉄の高架のように景色を眺めながら早

く移動できることも必要と思う。 

・また、ひらふ地区の防災拠点として、小学校を建て替えられたら良いと思う。 

 

オブザーバー（リカルド・トッサーニ） 

・リゾートをつくっていく中で、日本の方が求めていること海外の方が求めていることと、両者がぶつ

かるところを探し出し、解決策を探していくことが大切。 

・建物や景観の計画を作成していないために、建物のもつ個性がなくってしまうのは問題だと思う。他

の成功例を見ると、行政と民間の要求が混ざり合い、うまく協力していくことで建物の個性を生み出

すことができている。 

・今までの経験と知識を生かして皆さんとともに事業に取り組み、サポートできればと思う。 

 

事務局（福家課長） 

・若い方のエネルギーを感じている。皆さんの話し合いに基づき、５年10年先の未来の倶知安の検討が

できればと思う。 

 

事務局（文字課長） 

・国際リゾートや観光のキーワードが、いかにしてこのまちで市民権を得ていくかが大切だと、皆さん

のお話を聞きながら感じている。危機感と創造力、イマジネーションを絶やすに向き合っていきたい。 

 

事務局（山下課長） 

・現在、新幹線駅周辺整備の検討を行っており、住民ワークショップで意見を頂きながら進めている。

やはり、役場のアイデアは、予算ありきで考えてしまうため、魅力的ではなくなってしまいがちであ

る。一方、ワークショップにおいても皆さんから面白い意見が出ており、この検討会では、ある程度

行政の意見を度外視した意見を言っていただきたい。行政は予算ありきで精査した意見を出させてい

ただくことになるが、これらの意見をぶつけ合うことができれば、よりよい討論ができると思う。 

 

資料編-7 



 

事務局（三浦係長） 

・リゾート地区の建物規制については、ビジョンがしっかりしていないまま規制ができてしまったと思

う。この検討会でビジョンをきちんとつくることにより、規制のあり方の見直し検討の材料にさせて

いただきたい。 

・新幹線については、現在住民参加によるワークショップを進めており、来年度以降は検討会を設けて、

しっかりした構想づくりをしていきたいと考えている。皆様にはそのまま新幹線の検討会にも参加し

ていただきたい。 

 

事務局（三田係員） 

・準都市計画区域や景観地区が定められて５年が経過しようとしているため、今後景観の基準見直しが

必要になってくると思う。その際は専門家の意見を聞きながら基準見直しの検討をしていきたい。 

 

コンサルタント（㈱ドーコン 佐竹） 

・Ｕターンできる環境をつくることは非常に大切であり、Ｕターンできる環境をどのようにつくってい

くけば良いか検討していくべき。 

・さらに、アジア№１のリゾートを目指すというのは分かりやすくて良いと思う。そう考えると、例え

ば駅前はまちの玄関口としてアジア№１のリゾート地の玄関としてふさわしいかどうか考えると、何

が課題かが見えてくると思う。 

 

コンサルタント（㈱ドーコン 生沼） 

・この検討会では、ビジョンをつくると同時に、きちんと共有化することが大切であると思う。その上

でビジョンが実現化していくことができると思う。 

 

コンサルタント（㈱ドーコン 中村） 

・“やま”の知恵と“まち”の知恵を駆使しながら、良いまちづくりができればと思う。 

 

コンサルタント（㈱ドーコン 角田） 

・数年前に小樽開発建設部と一緒に社会実験を行い、様々な町内会の方々と意見交換しながら、ひらふ

の全部の通りに名前をつくる道案内のプロジェクトを行った。今回の検討でも「うちの目」と「そと

の目」で案を提示し、意見を頂きながら良いものをつくることができればと思う。 

 

傍聴者（㈲コミュニティ研究所 梅田） 

・ニセコ観光局、BID/CIDのプロジェクトに関わっており、これらのプロジェクトと深く絡んでいるの

で、議論の推移と内容を勉強させていただければと思う。 

・10年ほど前にもこの地域に将来構想がなく、議論や意見がぶつかってもコントロールできないと指摘

されていた。この課題は現在も続いているのを感じており、将来構想については最大の関心事である。 

 

小磯代表 

・皆さんの意見を整理し、観光で地域の活性化を図るためにはテーマが２つあると思う。１つは、観光

地域で生活している方と外から魅力を感じて来ている方のつながりをどうつくっていくかがポイン

トである。そして、外から来ている人が地域で消費した経済的な効果を生活している人のメリットに

つなげていく、しかけや仕組みを地域づくりの中でうまく展開することができれば良いと思う。 

・２つ目は、人の観点とともに空間の観点が必要。地域の魅力を感じて外からくる方が集う空間（基盤）

と地域で生活している方の空間（基盤）をいかに有機的につなげていくかが課題だと思う。 
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・人のつながりと空間のつながりの議論はきちんと整理しながら議論していくことが大切であり、これ

らの議論をつなげていくためには、この地域は将来何を目指していくのかという共通のビジョンが必

要になると思う。 

・例えば、観光である程度成功している沖縄では、1970年日本に復帰した当時、観光消費額は100億だ

ったものの、2012年には4300億になった。一方、北海道全体の観光消費額は5,700億であるが、北海

道のGRPは沖縄の５倍以上であるため、沖縄並みに力を入れたとしたら観光消費額は2兆円にのぼり、

北海道の貿易赤字が黒字になるほどである。 

・沖縄は、国と向き合う（特別措置など）ために、将来ビジョンを明確にすることに取り組み、ハワイ

とシンガポールを目指そうとした。観光で生き抜くモデル地域を共通の目標とし、徹底的にハワイの

観光施策を学んだことにより、リゾート型の観光施策が展開することができ、大きく地域を変えるこ

とができたと思う。しっかりしたわかりやすいビジョンを共有化することによって、人と人のつなが

り、空間のつながりをつくるためにも、共通の議論の軸を設けることが大切だと感じた。 

・また、この検討会はこの幅広いメンバーが参加しているので、幅広い議論を行う場にしてはどうか。

そして、つながりのある議論ができればと思う。それぞれが検討会を活用していくことができればこ

の検討会の意味が大きくなると思う。 

・また、ひらふ地区の課題は、外国人や外からの投資にどう向かっていくかが課題だと思う。異文化を

味わうことが観光の最大の醍醐味であり、アメリカの経済学者（J.ジェイコブス）は様々な異文化が

集まっている空間が都市の最大の魅力だと言った。異文化を受け入れていくために地域に何が必要か、

という視点から考えることは大切であり、国の観光施策の中でもこれからのテーマだと思う。ひらふ

地区をフィールドに新しい取り組みができれば素晴らしいと思う。 

・最後に、若い人が参加していることは凄いことだと思う。良い意味で次の取り組みに発展していくこ

とができれば良いと思う。 

 

事務局（西江課長） 

・こんな地域になれば良いという地域の将来像について、ざっくばらんに様々な意見を出していただけ

れば見えてくると思う。 

 

小磯代表 

・ひらふの将来像づくりを数多くの方と共有するために、検討会メンバー以外の地域の方も参加できる

機会を設定し、総合交流の場を数多くつくることは大切だと思う。 

 

渡辺委員 

・ワークショップなどをしないと砕けた議論にならないのではないか。小グループに分けて、テーマを

決めて議論しても良いと思う。 

 

キース委員 

・オンラインのアンケートは当たり前の時代になっている。この何カ月の中で我々は議論し整理するが、

観光客にオンラインで見せて優先順位をつけてもらう、ということも良いと思う。冬が終わるまで観

光施設やペンションに依頼し、お客さんに見せてオンラインに参加していただくと有効だと思う。 

 

小磯代表 

・ひらふ地区にどのような人や組織が関わって、事業や投資しているのかもう少し情報がほしい。その

ような方がどういう意識をもっていて、消費行動がどうなのか、それに対してどのような感想を持っ

ているのかということが知りたい。 
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事務局（西江課長） 

・今後の進め方については、検討会が主催してひらふ地区で２・３回ワークショップを開き、将来像に

ついて検討し、それを検討会で精査しながらつくっていくと思う。また、ひらふと市街地のエリアの

方が集まって幅広く議論しているので、“やま”だけでなく市街地の方もワークショップして議論し

た方が良いかもしれない。道路や新幹線ができても受け入れ体制ができないとなると、観光客に見捨

てられていくので、何とか降りてもらって楽しんでもらうために、どのようにしていけば良いか議論

していくことが大切だと思う。 

 

本田副代表 

・新幹線のワークショップもやっているので、そのまとめをこの場で議論したり、あるいは新たにワー

クショップをやるのであれば新幹線のワークショップを活用したりした方が良いと思う。 

 

小磯代表 

・まさにつながりのある議論とはそういうことだと思う。バラバラで議論するのではなく、この検討会

組織を核としながら、ブランチとしてそういった検討会を位置づけ、そこでの成果をここで議論した

りするなどした方が良いと思う。 

・今回出された意見を整理し、それを踏まえた上で、今後の検討会の進め方について改めて提案して頂

きたい。 

 

青木委員 

・この検討会は「ひらふ高原地域のまちづくりを検討する会」という名目であるが、先ほどの議論から

“やま”と“まち”について意見が出ている。これまで、倶知安町のまちの中をリゾートとして考え

るようなアイデアや考えはあったか。あれば参考までに次回聞きたい。 

 

事務局（西江課長） 

・観光振興計画をつくるときに“まち”もお客さんが訪れるのでリゾート地ではないのかという意見が

あり、住んでいる人も観光地であるという意識を持つことが大切であるという議論をした。ただ実際

に市街地をリゾート地としてできるまちづくりをしようという深い議論はされていない。 

 

小磯代表 

・国際リゾート地形成というのは、まさに市街地と一体となって観光地として取り組むことが大切であ

る。そこで気になるのは、これからこの検討会を５年間進めていく中で、全体の中の位置づけや進め

方、地域にある様々な検討会や協議会とはどのように整理して進めていくのか、今日の議論を踏まえ

て検討して頂きたい。 

 

オブザーバー（蒲澤道路調査官） 

・様々なプロジェクトが過去も現在も動いているが、大きなビジョンを決めてからこれらのプロジェク

トを吸い上げていくのか、それとも細かいプロジェクトを挙げてビジョンをつくるのか、どちらか。 

 

事務局（西江課長） 

・それぞれ今検討しているものは当然、情報を共有して取り入れていく方針。 

 

小磯代表 
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・なにを目指していくべきかについての芽やコンテンツはあると思うので、この機会に拾い出し、早め

に将来の共通目標を持ちながら進めていくことが大切。ただし、それがないから決められないという

のは禁物である。 

 

本田副代表 

・まちの総合計画とはどのようにリンクしてくるのか。 

 

小磯代表 

・総合計画に抵触する状況でもなく、その理念や精神を踏まえていれば良いと思う。 

 

事務局（三浦係長） 

・第５次倶知安町総合計画では、“国際観光リゾート地の創出”として協働する取り組みの中で掲げて

いる。まさにこの取り組みは、総合計画の内容に合致していると思う。 

 

本田副代表 

・町が本気で取り組むのかどうかが一番気になったところ。これからの倶知安の将来としての位置付け

をしてほしいと思う。 

 

田中委員 

・BID/CID、観光局、新幹線のまちづくりなど、既に動いているプロジェクトもあるので、この検討会

で情報を集約し共有する場として活用しないと勿体ないと思う。その資料を検討材料として将来像を

検討することも一つの方法だと思うので、次回はその資料を用意していただきたい。 

 

小磯代表 

・様々な観光の取り組みがある中で、皆で取り組む状況ができるどうかがポイント。そのために、様々

な人が参加しているこの場をうまく活用していくことが重要である。 

 

７．その他 

８．閉会 

 

以  上 
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第２回ひらふ高原地域のまちづくりを検討する会 議事概要 

 

日時：平成25年10月21日（月）13:30～15:30 

場所：倶知安町役場３階会議室 

 

議 事 概 要 

 

１ 開会 

２ 代表挨拶 

小磯代表 

・前回の検討会では、今後この地域はどのような方向を目指せば良いか皆さまの考えを聞いた。この

検討会は地域の様々な動きを理解した上で進めていく必要があり、役割の大切さと検討の幅広さを

感じた。 

・また、この地域では共有できる長期のビジョンが必要であると痛感した。そのためには解いていか

ないとならない課題がいくつかあると思う。例えば、観光客と地域住民の課題、日本人と外国人の

課題、“やま”と“まち”の課題などがあると思う。さらに、消費者としての観光客と地域への投

資をどのように地域に結び付けていけばいいのか、という課題もあると思う。これらの課題に対し

て、トータルで何を目指していくのか将来に向けたビジョンを共通に持つことがこの地域では一番

大切となると感じるとともに、検討会も機動的に進めていかないとならないと思う。 

・これまで２回のワークショップで出された様々な意見を踏まえながら検討を進めていきたい。 

 

３ 審議事項 

（１）検討会の役割と位置付けについて 

小磯代表 

・この検討会が各検討の調整機能・役割を持ち、幅広く議論を進めていくことと、機動的に検討会で

の議論を進めるために幹事会の設置を提案する。（資料１） 

・この検討会で長期のビジョンの見通しが立ち、必要であれば検討会の要綱改正や名称の変更も検討

をしてはどうか。 

→ 一同、承認 

 

（２）ひらふ高原地域活性化ＷＳ（第１回・第２回）の報告について 

 

（事務局（西江）より資料２の説明） 

 

オブザーバー（リカルド・トッサーニ） 

・ビジョン（案）の内容には問題ないが、ニセコひらふ高原地域の将来像や取り組みを世界的または

国内的に発信していくことができるドラマチックなビジョンが必要ではないか。 

・参考資料にある調査では、ニセコはアジア・オーストラリアの中で４番目となったが、ニセコ以外

は発展途上国にあるビーチリゾートである。これらビーチリゾートは広い土地の中で、個別開発に

よってリゾート形成が進んでいる。ただしニセコは先進国の中にある洗練された文化を持つ、スキ

ーリゾート地である。ニセコはこれらビーチリゾート地との比較ではなく、ウィスラー、ツェルマ

ートなど世界のトップ５のスキーリゾートを見ていく必要がある。 

・ニセコひらふ高原地域はエリアが広いため、地域構造の明確化とともに、地域ビジョンをイメージ

できるセンター（中心市街地）を意識して地域形成をしていく必要がある。 
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小磯代表 

・ＷＳの結果は今後どのように反映するのか。 

 

事務局（西江） 

・この検討会でひらふ高原地域のビジョンの検討する際に反映していきたい。 

 

小磯代表 

・このまとめは一つの素材であって、ここで出された意見を将来のプランニング繋げていくときには、

解釈を伴った整理をしていった方が良いのだと思う。 

 

石塚委員 

・ＷＳの際も意見として出されていたが、観光地としての発展と住みよいまちづくりの両立を目指す

観点は大切だと思う。しかし子供の通学や高齢者の通院の点では、バス路線も少なく住みにくくな

っている。この点も検討課題だと思うので、まとめの中に入れて頂きたい。 

 

 

（３）関連事業検討経過について 

 

① BID/CIDの取り組みについて 

（田中委員より資料の説明） 

 

小磯委員 

・施設整備と事業計画が大きく絡んでくる取り組みだと思う。分担金によって進めていこうとしてい

る具体的な事業のイメージを教えて頂きたい。 

 

田中委員 

・行政サービスだけでは補えないサービスについて、お金を出し合って実施していこうとする試みで、

その費用を拈出する事業を決めている。主な事業は、ロードヒーティングや街路灯の電気代の費用

負担、ストリートバナーの整備、夏の観光客が楽しむことができる花の整備など、地域でお金を使

おうとしている。駐車場の管理などもこのような組織ができれば、指定管理者制度などを活用する

ことによって可能ではないかと検討している。 

 

小磯委員 

・エリアマネジメントをしていく主体のイメージはいかがか。 

 

田中委員 

・今の段階では一般社団法人が妥当ではないかと検討している。受益者分担金は税に似た性格で行政

が徴収し、法人がその受け皿になる組織となるため、非常に公共性の高い組織になると考えている。

法人が行う事業はあくまで地域の皆さんが合意の上で行い、５年後に事業の見直しをしていく。５

年間の事業予算を立て、受益者数で割り返して負担していくということで検討している。 

 

 

② ニセコ観光局（圏）の取り組みについて 
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（事務局（西江）から資料の説明） 

 

キース委員 

・観光局はいつ頃できそうな構想か。 

 

事務局（西江） 

・観光局については当面目途が立っていないが、観光圏協議会については１１月上旬には発足する予

定。今年度はニセコブランド戦略の策定業務を行う予定であり、今後そのブランド戦略による事業

によってニセコブランドを高めていくというシナリオである。 

・それを基に来年度から観光庁の観光圏整備事業を活用し、必要な事業を行っていくことになる。事

業化となれば、きちんとした実動部隊を確保できるスタッフ体制を整えていかなければならないと

考えている。 

 

田中委員 

・一足飛びに「観光局」とはならないが、観光圏の制度を活用して、お互いに議論を深めていこうと

いう第１段階だと思う。今回はニセコ町だけでなく蘭越町も入っており、広域で取り組んでいく良

いきっかけだと思う。ひとつ屋根の下に事務所が入ること自体が凄いことだと思うので、まずはそ

こから始めていき、連携を深めていきたい。 

 

小磯代表 

・観光圏という政策の枠組みの中に、観光局の動きを埋没させてはならないだろう。当面は事務局機

能をどのように持つかがポイントであり、政府の政策を受け止めるだけではなく、将来観光局につ

ながるような組織の芽として、どのような課題が出てくるか前向きに検証していきながら、主体的

な事務局機能の体制を検討することが大切。観光圏協議会は観光局の議論の中で出てきた新たなう

ごきなので、他の地域とは違う取り組みをしていってほしい。 

 

 

③ 新幹線駅まちづくりワークショップについて 

（事務局（山下室長）より資料を説明） 

 

青木委員 

・まちづくりＷＳにはどのような町民の方が参加しているのか、名簿があれば頂きたい。 

 

事務局（山下室長） 

・名簿について承知した。参加者はまちなかの方が多い。 

 

小磯代表 

・この検討会でのひらふ高原地域と新幹線も有機的なつながりがある。政策的に進めていく中で、町

として住民ＷＳの位置づけはどのように考えているか。 

 

事務局（山下室長） 

・両方のＷＳは連携しなければならないと考えている。ひらふ高原地域や市街地がそれぞれで検討す

るのではなく、両方が刺激し合い連携することが必要と思う。来年度以降に何らかのカタチで連携

策を図りたい。 
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小磯代表 

・全体の中で両方の動きを有機的に結び付け、良いカタチにしていく必要があるだろう。 

・住民参加について、基本的に提案していく役割と責任は行政にあると思う。そこに住民の方々の意

見をどのように組み込み、還元していくかが大切なことであり、行政は提案力を失ってはならない

だろう。 

 

本田副代表 

・住民のＷＳの中で議論していたが、新幹線駅が観光や交通のハブとなるエリアとすると近隣町村の

意見を吸い上げる機会は無いのか。 

 

事務局（山下室長） 

・広域行政の観点からは、後志振興局地域政策課の協力を得ようと考えている。来年度以降は、倶知

安町民だけでなく観光団体の意見や周辺町村を含め、意見を収集する場をつくっていかないとなら

ないと思う。 

 

 

 

④ 観光客を対象とした災害情報手段及び一時避難施設整備に関する検討 

（オブザーバー（赤木課長）より資料説明） 

 

青木委員 

・事業実施の期限や見通しはあるか。 

 

オブザーバー（赤木課長） 

・防災行政無線の整備は平成２６年４月１日から運用開始予定であるが、他の事業についてもできる

限り早期に実現したいと考えている。 

 

青木委員 

・避難所はどれくらいの収容人数を目標としているのか。 

・今年度の冬期間の避難所対策として何かあるか。 

 

オブザーバー（赤木課長） 

・必要な収容人数はまだ調査していないが、調査した上で適正な人数を把握する。 

・今年度の冬期間は各ホテルと協議し、災害時には利用できるように災害協定を結ぶなどの対策を検

討している。 

 

本田副代表 

・宿泊人数が一日4,000人／泊とすると、大体何人くらい収容できると良いか。 

・ワークショップでは、屋内で楽しめる施設の意見が挙がったが、避難施設を単独で建てるよりは、

これら施設と複合的に整備した方が良いという意見もあるだろう。 

 

オブザーバー（赤木課長） 

・必要な収容人数の基準については来場客数などを基に算出し、これらの人数を確保できるようにす
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る。ただし、町だけでは難しく周辺ホテルの協力を仰がなければならないと考えている。 

・避難施設を単独で整備するのではなく、平常時は通常の屋内施設として稼働しながらも、災害時は

避難所として機能できるよう検討していく必要があると考える。 

 

 

⑤ 倶知安ICの道道接続検討について 

事務局（西江） 

・黒松内―小樽間の整備について、特に東日本大震災を受けて、改めて災害時における交通輸送体系

の重要性が再認識されており、災害に強い国づくりの観点からも地域経済の活性化を図るためにそ

の必要性が謳われている。 

・そうした中、余市―小樽間は平成30年の完成を目指し、平成18年度から事業が進められており、黒

松内―余市間は計画段階評価を実施している。特に倶知安―余市間は別線での整備を検討する区間

として位置づけられており、現在倶知安―余市間では環境調査が行われ、来年度から事業化採択と

併せて公表する予定となっている。年内の事業採択に向けて、関係者が地域を挙げて要望活動をし

ている。 

・倶知安ＩＣについては、事業化と併せて最終的な方針を出すということである。 

・今後事業化になった場合は、市街地とつながる道路網ネットワークが重要になると考えている。高

速道路整備に伴い企業立地が活発化されることが想定され、流通機能の拠点立地の可能性が十分に

ある。そのため、市街地や近隣市町村も含めて交通ネットワークを検討する必要があり、事業化と

併せてきちんと行う必要がある。 

・ＳＡ・ＰＡは道の駅に絡めた情報の拠点や防災の拠点として、休憩室やトイレなどの整備が必要で

あり、新幹線駅周辺整備と連動した検討していく必要があると思う。新幹線やひらふでは検討がさ

れているが、その間をつなぐエリアのあり方の議論もしていく必要があると考えている。今後この

会の中でも検討していく必要があると考えている。 

 

オブザーバー（蒲澤道路調査官） 

・今までの高速道路整備は、整備することによって地域がどう変わるかを想定しながら整備していた

が、近年は高速道路を地域がいかに使い、使うことによって地域にどういう利益をもたらすことが

できるか整備前にきちんと考え、声を挙げて頂きたい。その声の高いところが事業の優先度を上げ

ることにつながる。そのため、今ここで議論しているビジョンや使い方については、インフラにつ

ながるので重要だと思う。 

・また、事業化が順調にいけば新幹線ができる前に部分供用も含めて高速道路のネットワークが進ん

でいくことになる。そのため新幹線との接続をどう考えるのかではなく、新幹線の受け皿となる高

速道路として考えていく必要がある。その際、２次交通のマネジメントも重要であり、ここを拠点

として道内各地域へ行くのだと思う。地域からの発信をどのように考えていくかが大切となる。 

 

小磯代表 

・八雲ではＩＣができる12、3年前から構想づくりの議論をしていた。土地所有者も含めた地元の積

み上げが10年以上あったため、結果的に整備することができた。 

・新幹線も含めて全て一体であり、地域として方向性を常に議論する場あるということは大切である。

この検討会をうまく使って頂きたい。 

 

 

 

資料編-16 



 

（４）今後のひらふ高原地域の将来像について 

 

（㈱ドーコン（生沼）から資料説明） 

 

岡田委員 

・期待されていることがほとんど含まれていると思う。住みたくなるリゾート、安心して住めるとこ

ろを目指すところに共感を持っている。お客さんを呼べるのにふさわしい地域をつくっていければ

と思う。 

 

二川原委員 

・アジア№１にこだわらなくても良いのではないか。ヨーロッパでスキーを滑ってみてもニセコにし

かないものがあり、地域特性を活かして世界に名だたる地域になれば良いと思うので、『世界に誇

る』というのはちょうど良い文言だと思う。 

 

早川委員 

・文言としては素晴らしいことが書いてあって期待できる事が多くあるが、少しばらけ過ぎているよ

うな気がする。基軸となるリゾートの目標が欲しいと思った。 

・生活に関して、災害時に停電となった場合、観光客が多く来ているときに災害情報の情報伝達手段

はどのように対応とれるか検討が必要と思う。 

 

石塚委員 

・この地域は自然豊かで四季が素晴らしく、初めて訪れた人にとってはそれがこの地に住むきっかけ

となるだろう。観光事業の成功だけでなく、そのような人が移り住むことができるようなまちづく

り、住みたくなるまちづくりが重要と思う。 

・そのためには、魅力の発掘というのが重要と思う。まだまだアンヌプリ周辺には観光資源は眠って

いると思う。 

 

キース委員 

・3カ月間滞在した香港からのお客さんはハードのスポーツに全く興味がないが、この地域の素晴ら

しい環境の中でゆっくり過ごし、美味しい食べ物に魅力を感じて滞在していた。その観光客による

と、この地域はイタリア・トスカーナ地方と大きく違いがないということであった。こういった方々

が楽しめるような、特に夏のアクティビティを用意する必要があると思う。 

・そこで、この案を見てサイクリングコースの整備は良いと思う。前回の検討会でもコストパフォー

マンスが重要と述べたが、このコースであれば年配の人が楽しめるコースと思う。さらに、例えば

昔使われた林道など、ひらふ高原地域からスタートできる緩やかなルートがあると良いと思う。 

 

山田委員 

・全体的にこの案で良いと思う。 

・最近事業者から聞くのはスタッフが足りていないということ。これからも観光産業は伸びると想定

される中で、どこからスタッフを呼び、どこに住んでもらうのか、事業主とコンビネーションがと

りながら検討が必要と思う。特に冬場は激務がここ数年続いており、こららの整備も課題だと思う

ので、盛り込んで頂ければと思う。 

 

波方委員 
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・大体綺麗にまとまっていると思う。ただしニセコらしい何かを取り入れると良くなると思う。サイ

クリングロードや夏の山を利用したアクティビティを取り入れると良いと思う。 

 

青木委員 

・BIDで説明されたように、ビジョンとして「住みたくなるリゾート」というところに共感できる。 

・一方、防災についてはこれから必要な取組だと思う。例えばハイシーズンに地震が起きた場合の対

応の仕方が適切であれば、より住みたくなるリゾートに近づくことができると思う。 

・また、より良い観光や生活を考えたときに、特別な良い施設をつくるというよりも、倶知安の環境

を活かし、お金をかけなくても自然を楽しむ・味わうということを目標にしても良いと思った。 

 

国枝委員 

・観光局やBIDなど多方面に参加している中で、ビジョンはなるべくこれらの取り組みとうまくリン

クしていけたら良いと思う。例えば観光局では『フォーカラーズニセコ』という外向けに対するブ

ランド戦略が出されている。多様性のあるニセコ地域であるため、市街地やひらふ高原地域でそれ

ぞれビジョンを持つことも必要と思うが、うまく関連性があると良いと思う。 

・また、ハード整備も高品質を目指すのが良い。サービスはアップロードできるものが良いと感じる。 

 

キース委員 

・ストリートバナーは、できれば樺山分校までを考えており、都市再生整備区域は樺山分校まで入れ

てほしい。 

 

二川原委員 

・「観光」について、ニセコエリアに英語の勉強をしたいと言う人が働きに来る機会が多くなってい

る。語学学校と連携してニセコで働くと特殊の資格を取得することができると、事業者としてはモ

チベーションの高い従業員を確保することができ良いのではないか。 

 

田中委員 

・２回のＷＳを通して地域の方が求めているハードの部分は出しつくしたと思う。今後はこれらの優

先順位をつけ、実現に向けた検討に移っていくと思う。全員が共通認識を持ちながら進んでいくこ

とがこの検討会の大切なポイントであるので、このまま進めていければ良いと思う。 

・また、外に発信する時のどういうメッセージを出すのか、全てのマーケティングと繋がっていくた

め、その点についても議論を進めながら意識を共有できればと思う。 

 

本田副代表 

・今のニセコはどうなのかということについて共通認識を持ち、将来どうなるべきか、ということに

ついて考えるとＷＳでの検討が生きてくると思う。今後、世界に発信していくビジョンの検討は今

後どうなるべきかについて、全員でベクトルを合わせて議論していく必要があると感じた。 

 

小磯代表 

・この地域で一番大事なのはみんなが共有できる将来ビジョンを持つことであり、少しでも具体性を

もって描くことが必要と思う。 

・ニセコひらふ高原地域の将来に向けて、共生していかなければならない対立軸がいくつかあると思

う。観光客と住民、日本人と外国人、“やま”と“まち”、観光の消費と投資というものさしで皆さ

んの意見を聞いていた。さらには、夏と冬の時間の差にどう向き合っていくかという点について、
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特に夏の向き合い方が重要であり可能性があると思う。 

・そこでビジョンには、①外向けにこの地域が何を目指していくのか発信し、わかりやすく理解でき

るビジョンと②内部で地域づくりを議論していく中でこれだけは共有しておきたいビジョンの２

つあり、今後これらを分けながら整理していきたい。内部で共有しいくためには、コピー的なメッ

セージだけでなく、ニセコひらふ憲章のような共通で確認できる文章的整理が必要かもしれない。 

・また、ニセコアンヌプリの広域的なつながりの中で一部の地域で議論が進んでいるが、この議論を

今後ニセコ全域に展開していくべきパイオニアとなる地域であり、その位置づけが必要と思う。 

・住みたくなるリゾートに向けてどのようなまちづくり・都市づくりをしていくのか、人口減少や高

齢化等の取り巻く状況がありながら、倶知安町としてのまちづくりとこのビジョンは切り離せない

と思う。ＷＳなどを有機的に結びつけながら体系的な検討会の進め方についても改めて検討してい

きたい。 

・今回の議論を踏まえて幹事会で整理し詰めていくことが必要と思う。 

・整備方針概要図については、都市再生整備事業のメニューとして限られた予算の中で事業展開して

いくため行政で考えている絵姿ということだと思う。 

 

事務局（西江） 

・都市再生整備事業については、今月末に国のヒアリングが控えている状況である。来年度はハード

整備に係る調査事業が主になると考えている。 

・例えば、観光中核施設は事業手法をさらに詰めなければならないと思う。行政が整備するほかにも、

海外からも応募を受け付けるコンペを実施し、定期借地権で賃貸して民間に建ててもらい、行政の

使用分は賃貸や購入するという手法も考えられる。来年度は事業手法などを検討し、再来年度に整

備するという流れだと思う。世界的なリゾートとしての目玉になるので、変わった視点で取り組ん

だ方が良いと考えている。 

 

小磯代表 

・民間資金を活用し、その投資のうごきを有効にまちづくりに活用すべきだろう。今日の議論を踏ま

えてどのように盛り込むかは行政の方で判断するということであるが、できればこの検討会での議

論の成果を受け止めることができるような内容にして頂ければと思う。 

 

 

４．その他 

小磯代表 

・次回の検討会は１２月３日１３：３０からを予定する。それまでに幹事会も日程調整し開催する。 

・次回の検討会では、外向きと内向きのビジョン、都市再生整備計画について議論する。 

 

 

５．閉会 

 

 

以  上 
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第３回ひらふ高原地域のまちづくりを検討する会 議事概要 

 

日時：平成25年12月3日（火）13:30～15:30 

場所：倶知安町中小企業センター１Fホー

ル 

 

議 事 概 要 

 

１ 開会 

２ 代表挨拶 

小磯代表 

・今年度の検討会も終盤に差し掛かってきた。今年度のまとめに向けて議論していきたい。 

・先月の幹事会の中でも議論したが、ビジョンの整理と当面の具体的な重点事業の中身について検討

会で議論しておきたい。 

 

 

３ 審議事項 

（１）計画の位置づけについて 

（㈱ドーコン（佐竹）から資料説明） 

 

小磯代表 

・これまで検討会の位置づけについては議論してきたが、この検討会で何を議論するのか、その位置

づけの確認を行った。また、この検討会では、様々なうごきのあるプロジェクトを体系的に議論し、

検討会の役割を幅広く位置づけていくということだったと思う。 

 

 

（２）ひらふ高原地域の将来ビジョン 

（㈱ドーコン（佐竹）から資料説明） 

 

石塚委員 

・Ｐ５にある前期と後期の期間は、それぞれ５年ということで良いか。 

 

事務局（西江課長） 

・その通り。 

 

キース委員 

・教育について、樺山小学校での教育をどのようにしていくか、ひらふにとっては大事な課題だと思

う。ひらふの中の３割程度は外国人であり、中には日本語が話せない親子も通っているので、ニー

ズはあると思う。外国人の子供が日本の学校に来るハードルを下げ、外国人が来やすい環境をつく

ることで、ひらふコミュニティは出来ると思う。教育環境はひらふで働く住民にとっては重要であ

り、ひらふに居住する住民への取り組みとして大切ではないか。 

 

事務局（文字課長） 

・教育については直接の担当ではないが、現在、小学校の統廃合・適正配置について教育審議会が答
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申し、その答申を受けて教育委員会の中で総合的に判断していくと報告を受けている。 

・学校の存続などの議論は難しいとは思うが、ニセコ町にあるインターナショナルスクールの活用や、

今後新たに外国の方の従業員が増えた場合どのようにしていくのか、学校の適性配置とは別に検討

課題として出てくると思う。 

 

小磯代表 

・ニセコにどのようなインターナショナルスクールがあるのか。 

 

キース委員 

・民間のインターナショナルスクールであり、年間100万近くの負担が必要なため、ひらふに住む外

国人にとっては厳しい。小学校は地域コミュニティの中で大きな柱でもあり、ひらふで育っている

日本の子供にとっても国際化した環境の中で過ごすのは、大切な教育だと思う。 

 

小磯代表 

・今の教育行政では、人口減少の中では小学校の数を統廃合し少なくする方向性にあり、新しいもの

をつくると言う方向性は、教育行政のスキームでは中々難しい面があると思う。 

・ただし、質が高く魅力のあるリゾート地としては、外国の方を呼び込むために教育は重要であり、

教育の場をどのように提供していくのか、様々な発想で組み立てて議論していくことは大切だと思

う。ハードルは高い取り組みであるが、それをメッセージとして出すことは大切だと思う。 

 

本田副代表 

・倶知安町には高校が２校あるが、観光地として地元を担う人材を育てていくために学校は重要だと

思う。魅力的な市街地づくりをしていくために、これからの倶知安にとって教育は大切であるとい

うメッセージを出していくことが大切だと思う。同じような意見は新幹線の検討WSでも出されてい

る。 

 

小磯代表 

・地域づくりの話をしていくときに教育の分野は全く別になっていることが多くあるが、それは良く

ない。魅力ある国際リゾート地として教育は大切になる。音威子府村では、地域に有名な芸術家が

いたため、高校で芸術の専門教育を行っていることから、全国から高校生が来ているような事例も

ある。ひらふ地域で外国人を呼び込み、受け入れる体制をとるのであれば、教育環境は大切。それ

は今の教育制度の中だけで考えなくても良く、民間が担う場合もあるだろう。 

 

石塚委員 

・移住した当初は日本語を話せない子も多いが、半年経つと日本人と同じような日本語の語学力を身

につけている。現状のところ英語を話せる教師を配置するなど、少人数でもうまく学校運営してお

り、成果を挙げていると思う。確かに適正配置の議論はあるが、期待のもてる学校だと思う。 

 

二川原委員 

・サンスポーツランド再整備事業の中で、会議室等の貸出などだけで運営は必ずしも黒字となるわけ

ではないと思う。その場合、町で運営をするのか。 

 

事務局（西江） 

・新しい施設はできれば町で運営管理するのではなく、指定管理者制度を活用して、地域で法人格を
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持つ団体に施設を合理的、有効的に運営して頂ければ良いと考えている。 

・また、エリア内の駐車場や公共施設、夏場のイベントなど、総合的な地域の取り組みやイベントと

併せることで魅力が高まると思っている。 

・今後の検討の中で、施設のあるべき姿については検討していくことになる。 

 

二川原委員 

・学校施設は古くなっており、サンスポーツランドの中にいれても良いのではないか、という意見も

ある。樺山小学校を失くすことは、樺山地区から見ると適正ではないと思う。 

・観光の地域づくりで学校を残したいということも、優先的な検討課題としてもえらえるようにして

ほしい。 

 

青木委員 

・観光客がどの国からどの程度来ているのか、統計データはあるか。 

・インフォメーション機能やシンボルサイン事業などでは、何カ国語表記を考えているのか。 

 

本田副代表 

・観光客の統計データはある。昨年の宿泊客が22万人となっており、そのうち半数はオーストラリア、

10%～15%で香港やシンガポール、マレーシアからであり、アメリカが3,000人、ヨーロッパが5,000

人程度である。これらのお客さんで特徴なのはほとんど英語を話されており、現段階の検討では日

本語と英語の２カ国語の表記を考えている。 

 

小磯代表 

・ひらふ高原地域での言語は重要な問題。他の観光地でも同じように検討されているが、どこかで割

りきらないとならないと思う。観光地として、緊急時にどの言語でも対応をできると良いのではな

いか。 

 

キース委員 

・サンスポーツランドの整備では、スケートリンクがあると良い。 

 

小磯代表 

・どういうニーズに応えていけば良いか、これからの議論になるだろう。 

・ビジョンを整理するときに、特定のものに決めていくのは難しい。この検討会でこれからの倶知安

のリゾートのビジョンを決めてしまうのは無理がある。ただし、事業計画をしていくときにある程

度の方向性を共有しておく必要がある。そこで前回の検討会では、外向けのビジョンと地域内で共

有するビジョンの２つの考え方について提案をした。 

・資料のビジョンは、これまでの議論を踏まえたビジョンの整理ということで良いと思う。ただし、

外向けに発信していくビジョン、コンセプトがまだ弱いと思う。 

・これまでの倶知安町の計画や議論を振り返ると、総合計画や都市計画マスタープラン、観光振興基

本計画などの上位計画が複数あり、その中では「国際高原リゾート」という言葉を使用しているた

め、この検討会だけ違うカタチとするのはやや強引さがあるだろう。また、これまでの検討会では

共生概念を議論してきたが、外に発信していく際に「共生」という言葉は少し固いだろう。ここで

重要なのは、誰かがやってくれるという意識ではなく、みんなが一緒に地域づくりをしていくとい

う考えであり、例えば、地域が発信するビジョンとして『みんなでつくる国際高原リゾート』とい

うメッセージであれば、倶知安町の総合計画や政策との整合も図られ、市街地の方とも一緒に進め
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てきたという精神も伝わる。みんなが一緒にやるということを良い意味として、責任感を持って共

有していくために、地域で発信していくことが大切だと、個人的な提案として、最終的な検討で議

論しながら整理していきたい。 

 

 

（３）重点事業の方向性について 

（㈱ドーコン（佐竹）から資料説明） 

 

早川委員 

・サンスポーツランドや第1駐車場、中央公園の整備の方向性は基本的に良いと思う。 

・ただ、夏季の毎週末、サッカー少年団の大会が行われているが、グラウンドが足りないため、市街

地にある旭ヶ丘公園や中央公園のグラウンドを借りて大会を運営している。ひらふ高原地域には宿

泊施設も多くあるので、グラウンドがひとつあると良いのではないかと思う。 

 

キース委員 

・今のひらふ高原地域では、夏に観光客がどのように来て頂くかが課題になっているが、コンベンシ

ョンセンターも良いと思うが、サッカーだった毎週末来てくれる。そこに、ニセコ町の道の駅のよ

うにスペースを貸して、車を乗らなくても倶知安の農家がつくった農作物が買えるとなると魅力だ

と思う。 

 

小磯代表 

・この検討会では、ひらふ高原地域と市街地の連携強化が検討課題として大きくある。市街地との機

能分担をどう考えるかはっきりすべきであり、それはある程度外部から見てもわかるようにするべ

きだろう。その観点を抜いて交流施設の議論をすると、要望ばかりが出てくるだろう。ある程度見

極めの議論もしていくべき。観光地でハコモノをつくったとしても、ほとんど使われない実態もこ

れまで見聞きしているので、慎重に検討すべきだろう。従来型の観光交流施設ではないものにして

ほしいと思う。 

 

 

本田副代表 

・現在市街地には700人収容できるホールがある。その分担をどのようにしていけば良いか考えてい

た。ひらふと市街地の機能分担については、新幹線の検討WSでも出ている。もう1度整理した方が

良いのではないか。 

 

早川委員 

・市街地に会議機能を持っても良いと思う。新幹線から徒歩圏内で行けるのであれば良いと思う。も

ちろんひらふ高原地域にもあることに越したことは無いが、土地の大きさの問題もあるので、なん

でも建てて活用されないということのないようにしないとならない。 

 

本田副代表 

・合宿などでは座学が結構行われており、研修室がほしいという要望良く聞く。この会場ぐらいで研

修ができる程度のスペースがあれば良いと思う。 

 

小磯代表 
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・高速道路のICについて、ICがあるかどうかで検討すべき機能は変わってくる。ICのうごきはどのよ

うになっているのか。 

 

オブザーバー（蒲澤道路調査官） 

・現段階では事業化はされていないので、具体的な話はなかなか難しいが、計画を持っているのは間

違いないので、それを基にした考えで計画しても問題ないと思う。 

・他の事例を見ると、高速道路のICができるとその前に企業立地や住居系の建物が張り付いてくるこ

とが考えられる。しかし、“やま”と“まち”の状況は、高速道路を使える状況になったら変わり、

50年後と5年後の状況は違ってくると考えられる。そのため、ここ5～10年を見据えた中に入れ込む

のはあまり合わないと思う。 

 

小磯代表 

・端的に言うとまだまだ先のこと、ということか。 

 

オブザーバー（蒲澤道路調査官） 

・現段階ではすぐ、ということではない。 

 

小磯代表 

・まちの拠点として、倶知安として投資が発生することになるが、そことの整合性をとったものにし

ていくかどうか。地元でどう受け止めていくかという気運がまずは大切だと思う。 

 

事務局（西江課長） 

・観光中核施設は５年の間でつくらないとならないが、後期のサンスポーツランドで整備するとなれ

ば、高速道路と連動して議論しないとならないと思っている。 

・ただし高速道路を持つと、倶知安町が物流の拠点となることが考えられるので、ＩＣができるとど

のような影響が出るのか早めに議論していく必要があると思っている。 

 

小磯代表 

・大きな効果を与える可能性があるので、ある程度の想定の中で観光中核施設やサンスポーツランド

の再整備と一体的に検討し見極めていく姿勢が計画論としては重要。 

・前期と後期をトータルで検討しておくべきであり、整備効果を地域としてどのように受けておくか、

早めに議論しておくべき。 

 

キース委員 

・ICに道の駅をつくったことにより、ひらふや市街地への店舗に影響があると思う。十分に注意すべ

きと思う。 

 

小磯代表 

・青森の新幹線駅周辺では整備をほとんどしておらず、企業立地を進めると中心市街地が疲弊するの

で、駅周辺の規制を強化している。今の倶知安ではそういう議論が必要。ＩＣから来た観光客をど

のようにこの地域で動かしていくのか、その戦略をつくるべき。 

 

キース委員 

・ひらふ高原地域では、駐車場の確保が問題。観光中核施設では高低差があるので、地下に駐車場を
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確保すると良いのではないか。 

 

小磯代表 

・駐車場問題については、どのように進めているのか。需要と供給について。 

 

田中委員 

・現在スタッフの車が増えており、お客さんの駐車スペースにスタッフが駐車したりしている。また、

外国の方の交通ルールの違反が目立っている。 

 

小磯代表 

・交通ルールについては、多くの観光地で問題となっていると思う。観光地である以上観光客を優先

していくことをルール化した上で、従業員には通勤用の相乗りバスを運行し、従業員に補助をする

などの工夫をしている事例もある。ある程度の規制が必要であり、ひらふルールが必要なのではな

いか。従業員の駐車に制約があるのであれば、域内の交通サービスはホテルやコンドミニアムが資

金を出し合って運行する取り組みがあっても良いだろう。観光地マネジメントとして必須だと思う。 

 

田中委員 

・サンスポーツランドの場所、第1・第3駐車場をどうするのかについて、バスターミナルのある交通

拠点はサンスポーツランドに、そして第1駐車場は今までの議論の中では、地域内に遊んでいる空

間が必要だという観点から、緑化して駐車場ではなくプラザや広場として活用してはどうかという

意見もあった。また、中央公園の高低差を利用した立体駐車場とするアイデアや、サンスポーツラ

ンドに立体駐車場を整備し、観光客を全てバスでピストン輸送するというアイデアも良いと思った。 

・第3駐車場は民間と連携しながら、最低限必要な観光客へのサービス機能（案内所や交番、ＡＴＭ）

などを配置し、大きい規模となる機能は適さない良いと思った。 

 

小磯代表 

・観光中核施設は、最低限の必要機能として観光客が必要な情報を快適な環境の中で享受できるかが

重要。今回の資料では、この地域に欠けている機能や観光客が求めている情報が不足している。需

要と供給のマッチングの中で必要な機能は浮かび上がってくるだろう。 

・駐車場については、その必要スペースの確保だけではなく、この地域に来た観光客をどういう交通

で受け入れていくかという戦略づくりが重要だと思う。魅力あるリゾートは、その地域のルールに

従って行動する制約があったとしても魅力を感じ、リピーターとなって再訪する方が多い。交通の

全体イメージをもっておいた方が良いだろう。 

・また、観光地の魅力は空間である。今年の夏にひらふを訪れた時は、ゆとりのある空間が意外に少

なかった。そういう観点も駐車場計画での検討の際に大事なことだと思う。 

 

青木委員 

・ひらふと市街地の連携の中で観光客に偏った目線となっており、市街地の中に観光客を目的しない

事業者や住民が議論の中に出てこないのは、やまとまちの溝が深まることにつながるのではないか

と懸念される。 

 

小磯代表 

・バランスだと思う。倶知安というまちは、今後どう生き抜いていくか考えていくと観光リゾートの

資源を活用していくのは大切と思う。それによって外から来た方たちの経済的な効果によって、行
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政へ資金が入れば行政サービスが可能となる。それが少しでも実感できるようなまちづくりを目指

していくことが必要と思う。 

 

キース委員 

・先ほど意見を述べた体育館やサッカーグラウンド、道の駅をつくった場合は、住民自身も楽しめる

と思う。うまくバランスが取れると思う。 

 

青木委員 

・ひらふ高原地域にあまり特化しすぎないと言う視点も必要だと思う。 

 

小磯代表 

・将来的には、市街地で宿泊し山でスキーを滑るという滞在の仕方は世界的に見ればスタンダードで

あり、市街地からひらふまで15分というのはそんなに遠くないので、そのような関係づくりも目指

していけると思う。その関係については、倶知安町は意外に希薄であり、いかにこの距離を以下に

縮めるか課題だと思う。 

 

田中委員 

・観光について議論しているため、ひらふ地域について議論しているが、市街地と結んで交通網整備

すれば、さらに市街地にも経済効果が波及していくという話があった。その大きなインパクトとな

るのは高速道路や新幹線であり、これらをまち全体で享受していく形になれば良いと思う。経済波

及効果も調査する予定でおり、観光として直接効果は落ちていないかもしれないが、市街地の方も

波及効果が目に見えると理解が深まると思う。5～10年経つと加速度的に広がり実感できると思う。 

 

本田副代表 

・市街地の検討WSと連携し、いかにバランスをとるかだと思う。市街地のWSにも参加して頂ければと

思う。 

 

事務局（三浦係長） 

・第1駐車場の整備の方針について、全面がアスファルトだとホテルから見たときに駐車場によって

景観が阻害するため、緑地を配置して景観を良くしていくという方針を加えたいと思う。 

 

本田副代表 

・新幹線WSの検討内容を資料のP3に反映してほしい。 

 

事務局（西江課長） 

・内部で整理する。各方面でプレゼンするときに説明できる資料としたい。海外の投資家への呼び込

みにつながると思うのでうまく表現できると良いと思う。 

 

小磯代表 

・P2にある観光圏の動きも共有しながら検討していくべきだろう。 

 

 

４．その他 

小磯代表 
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・次回の検討会は２月１２日（水）１３：３０からを予定する。 

・次回の検討会は、単なる報告書で終わるのではなく、検討会でどういう論点でどういう風に進め方

をしたのかという整理だと思う。 

・特に官民連携については、BID/CIDという財政的分担・財源確保の取り組みとして国からも関心を

集めている。現在のうごきはどうか。 

 

田中委員 

・地元との意見交換をまとめ、検討委員会の立場や役場のやることを明確にして皆さんに伝えた。検

討委員会として提案したのは、やりたい事業とその事業額、按分額も示し、具体的な意見は２月い

っぱいまで頂く予定である。 

 

 

小磯代表 

・大阪市では学識経験者が参加する検討委員会を設立して検討している状況であり、制度設計はかな

り難しいと思う。倶知安のうごきは国交省も非常に関心を持っており、この調査研究事業でどうい

う方向で報告するのか検討して頂きたい。事業の中身の議論とその受け皿となる制度設計の議論の

バランスを取りながら検討をしていく必要があると思う。 

 

 

５．閉会 

 

                                         以  上 
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